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本
市
の
農
業
を 

取
り
巻
く
状
況

　

本
市
の
農
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
農
家
の
高
齢
化
に
よ
る
担
い

手
不
足
や
耕
作
放
棄
地
の
拡
大
、

人
口
減
少
や
嗜し
こ
う好
の
変
化
に
よ
る

農
産
物
の
地
元
消
費
量
の
減
少
、

鳥
獣
被
害
エ
リ
ア
の
拡
大
な
ど
、

農
業
収
入
の
減
少
、
営
農
意
欲
の

減
退
に
も
つ
な
が
る
深
刻
な
問
題

を
抱
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
主
力

で
あ
る
水
稲
は
、
米
価
の
長
期
的

な
下
落
傾
向
に
歯
止
め
が
か
か
ら

ず
、
他
の
農
産
物
も
激
化
す
る
産

地
間
競
争
に
よ
っ
て
価
格
の
低
迷

が
続
い
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
は
、
他
に
誇
れ
る
豊
富

な
農
産
物
資
源
を
有
し
て
い
る
こ

と
も
事
実
で
あ
り
、
こ
う
し
た
地

域
の
宝
を
う
ま
く
活
用
し
た
農
業

施
策
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
と

な
り
ま
す
。
本
市
は
昨
年
十
二
月

に
ユ
ネ
ス
コ
創
造
都
市
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
食
文
化
部
門
へ
の
加
盟
が
認

定
さ
れ
た
ほ
か
、
今
年
イ
タ
リ
ア

で
開
催
さ
れ
る
２
０
１
５
ミ
ラ
ノ

国
際
博
覧
会
に
も
出
展
予
定
で
す
。

世
界
へ
向
け
た
「
食
」
の
Ｐ
Ｒ
に

よ
っ
て
「
農
」
も
広
く
発
信
で
き

る
絶
好
の
機
会
と
捉
え
て
い
ま
す
。

「
つ
る
お
か
ア
グ
リ 

プ
ラ
ン
」
の
策
定

　

本
市
は
、
昨
年
三
月
に
「
鶴
岡

市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
（
平

成
三
十
年
度
ま
で
の
五
年
計
画
）」

を
策
定
し
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り

の
指
針
と
し
て
各
種
施
策
を
展
開

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の

中
で
、
本
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る

農
業
は
、
環
境
保
全
型
農
業
や
農

商
工
観
連
携
、
六
次
産
業
化
、
地

産
地
消
、
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
推
進
な
ど
、
鶴
岡
ル
ネ
サ
ン

ス
宣
言
に
基
づ
く
ま
ち
づ
く
り
の

一
翼
を
担
う
も
の
と
改
め
て
位
置

付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
総
合
計
画
の
農
業
分
野
の

実
行
計
画
と
し
て
、
今
年
三
月
に

「
鶴
岡
市
農
業
・
農
村
振
興
計
画

『
つ
る
お
か
ア
グ
リ
プ
ラ
ン
』
後

期
計
画
（
三
十
年
度
ま
で
の
四
年

計
画
）」
を
策
定
し
、
農
業
の
活

力
と
地
域
の
豊
か
さ
の
更
な
る
向

上
に
向
け
、
様
々
な
取
り
組
み
を

展
開
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

地
元
消
費
者
の
皆
さ
ん 

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

こ
の
計
画
で
は
、
関
係
各
方
面

が
そ
の
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
、

本
市
の
資
源
を
最
大
限
に
活
用
し
、

生
産
・
加
工
・
販
売
の
好
循
環
化

を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

農
産
物
の
安
定
的
な
供
給
を
図
り
、

産
地
と
し
て
の
責
務
を
果
た
す
と

と
も
に
、
本
市
の
農
業
の
可
能
性

を
最
大
限
に
発
揮
し
、
所
得
の
向

上
と
将
来
も
安
心
し
て
農
業
に
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
る
環
境
の
実

現
を
目
指
し
ま
す
。
地
元
消
費
者

で
あ
る
市
民
の
皆
さ
ん
は
、
鶴
岡

産
の
農
産
物
等
を
支
持
し
、
そ
の

良
さ
を
広
く
伝
え
る
取
り
組
み
に

ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

〝
鶴
岡
ら
し
い
農
業
〟の
創
生
へ

―
鶴
岡
市
農
業
・
農
村
振
興
計
画「
つ
る
お
か
ア
グ
リ
プ
ラ
ン
」後
期
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
―

　

本
市
で
は
、海
や
山
、平
野
や
中
山
間
地
域
な
ど
豊
か
な
環
境
の
中
、安
全
で
お
い
し
い
農
産
物
が
、

長
年
の
経
験
と
優
れ
た
生
産
技
術
を
有
す
る
生
産
者
の
手
に
よ
っ
て
、
連
綿
と
受
け
継
が
れ
育
ま
れ

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
現
在
、
米
価
の
長
期
的
な
低
迷
や
米
政
策
の
大
幅
な
見
直
し
な
ど
、
農
業
を

取
り
巻
く
環
境
は
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
と
き
こ
そ
、
関
係

者
全
て
の
力
を
結
集
し
、
魅
力
あ
る
豊
富
な
資
源
を
活
用
し
な
が
ら
、
本
市
な
ら
で
は
の
農
業
政
策

を
展
開
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。　

◎
問
合
せ　

本
所
農
政
課
☎
25
‐
２
１
１
１
内
線
５
８
８
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生産・加工・販売の好循環
の下支えや支援に努めます

高い技術力や分析力を生かした
安定栽培技術の研究や、種々の
課題に対する学術的見地からの
指導・助言に努めます

よりよい営農環境を実現するた
め、農家や実需者等のニーズに
対応した営農支援に努めます

安全・安心で良質な農産物・農
産加工品等の生産に努めます

地元産農産物の利用や、円滑
な流通、販路拡大に努めます

本市の農産物や加工品を支持
するとともに、その良さの積
極的なＰＲに努めます

食品製造業者、流通・小売業者等

農家・生産者

「オール鶴岡」で
生産・加工・販売
の好循環の実現を
目指します！

農業者団体（ＪＡ、土地改良区等）

高等教育研究機関行政（農業委員会含む）

■各関係主体の役割

■基本テーマ

生産・加工・販売の好循環
の実現！ 販売

生産 加工

◇恵まれたポテンシャルを最大限に活用した農業の推進
◇「オール鶴岡※」で臨む推進体制と役割分担の明確化

■基本的な方向性

“鶴岡らしい農業”の創生
※「オール鶴岡」：恵まれた農業資源や農業を取り巻く環境をはじめ、生産者や農業者組織・団体、加工品製造業者、消費
　者（市民）、高等教育研究機関など本市の農業に関わる全ての関係者等、農業振興を図るための地域の総合力のこと。

鶴岡市農業・農村振興計画「つるおかアグリプラン」後期計画
（計画期間：平成27年度～30年度）

１．担い手の安定的な育成と確保

・認定農業者と意欲ある農業者の育成
・農業後継者の育成
・Ｕ・Ｉターン等の新規就農者の確保
・地域に合った営農形態の確立

２．優良農地確保と効率的土地利用

・農地の保全と優良農地の確保
・農地利用集積と作業集積の誘導
・耕作放棄地の再生と未然防止の強化

３．地域特性を生かした産地づくり

（１）売れる米づくりの推進
・需要を意識した米づくりとブランド化
・安全・安心・良食味米生産の推進
・低コスト・複合化による経営安定化
（２）土地利用型作物の安定生産
・地域の状況に適した生産の振興
・品質・収量の向上による経営安定化
（３）園芸の振興
・園芸産地の生産力向上
・特産農産物の競争力強化
・特色ある農産物による産地づくり

・降雪や異常気象等の自然環境を克服す
　る園芸産地の形成
（４）畜産の振興
・足腰の強い畜産の振興
・環境対策を考慮した畜産の振興
・家畜由来の病気の発生防止と発生時の
　緊急対応

４．中山間地域の振興

・地域資源を有効活用した生産振興と小
　ロット農産物の加工・販売拡大の促進
・耕作放棄地の拡大防止と解消
・有害鳥獣の被害防止対策への支援
・中山間地域の農業の維持と活性化

５．環境保全型農業の推進

・環境保全型農業（有機農業、特別栽培、
　減農薬の取り組み等）の全市的な推進
・有機性堆肥の安定的な確保と活用によ
　る土づくりの強化
・環境保全型農業を軸とした「鶴岡産農
　産物ブランド」の確立
・次代に向けた環境保全型農業の啓発と
　生物多様性の保全の推進

６．農業生産基盤の整備

・農業生産の効率化と安定化を図るため
　の農業生産基盤の整備促進
・災害発生の未然防止による農業生産の
　維持及び農業経営の安定
・多面的機能支払の推進

７．交流人口拡大と農山村の活性化

・農業・農村資源を生かした体験メニュ
　ーの掘り起こしとプログラム化
・事業の発展段階に応じた民間旅行業者
　等事業者との連携

８．農業の６次産業化の促進

・農業の６次産業化に取り組みやすい環
　境整備
・農商工観連携の強化

９．地産地消の推進

・地域農業への理解の促進
・鶴岡産農産物の地元消費拡大
・学校給食への地元農産物利用促進

■分野別振興方策の概要

「つるおかアグリプラン」は市HPからダウンロードすることができます

消費者（市民等）
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目指せ！参加率50％！

５月27日(水)は

今年の対戦相手は…

神奈川県
伊勢原市

人　口：100,913人
（平成27年２月１日現在）

　神奈川県のほぼ中央に位置する伊勢原市。
総面積55.52㎢のうち山林原野が約３分の
１を占め、その恵まれた自然環境と温暖な
気候から、県内はもとより広く関東一円の
人々の憩いの地となっています。丹沢大山
国定公園の一角に位置するシンボル「大山」
を頂点として、東部には豊かな平野部が広
がり、鈴川、善波川、日向川、歌川といっ
た清流が大地を潤しています。 ・チャレンジデーには２回目の参加

• 昨年の結果は参加率39.0％でした

神奈川県伊勢原市

鶴岡市のこれまでの戦績
2013年　対戦相手／千葉県木更津市
鶴岡市：参加率20.7％　木更津市：参加率55.9％
2014年　対戦相手／山口県山口市
鶴岡市：参加率47.0％　山口市：参加率35.9％

当日の関連イベント
■体操＆ウォーキング
　ラジオ体操やストレッチ体操、ウォーキング等
を行います。
◎日時　５月27日○水午前６時～６時45分
◎会場　鶴岡地域…小真木原総合体育館周辺
　　　　藤島地域…藤島体育館周辺
　　　　羽黒地域…羽黒体育館周辺
　　　　櫛引地域…櫛引スポーツセンター周辺
　　　　朝日地域…朝日スポーツセンター周辺
　　　　温海地域…温海庁舎前広場

問合せ 内  容 場  所 時  間

鶴岡市民健康ス
ポーツクラブ
☎25‐8131

ヨガ
朝暘武道館

10：00～11：30

昔遊び・レク
リエーション
ポールウォー
キング

陸上競技場前
集合

エアロビクス

小真木原総合
体育館

昔遊び・レク
リエーション
ヨガ 19：00～20：30エアロビクス

たかだてスポー
ツクラブ
☎33‐3214

ロコモ予防体
操

大山コミュニ
ティセンター

10：00～11：00
13：30～14：30

ふじしまスポー
ツクラブ
☎64‐2143

ウォーキング

藤島体育館 午  前ラージボール
卓球
エアロビクス 19：15～20：15

問合せ 内  容 場  所 時  間
藤島文化スポー
ツ事業団
☎64‐2143

ストレッチ
筋トレ 藤島体育館 10：00～11：00

14：00～15：00

はぐろスポーツ
クラブ
☎62‐4789

バドミントン
軽スポーツ 羽黒体育館 19：00～20：30

くしびきスポー
ツクラブ
☎57‐4311

カローリング 櫛引スポーツ
センター

13：30～15：30
19：00～20：30

あさひスポーツ
クラブ
☎53‐2111

ストレッチ
筋トレ あさひスポー

ツセンター
14：00～15：00

エアロビクス 19：00～20：00

あつみスポーツ
クラブネクサス
☎43‐4411

トレーニング
ルーム開放

温海温泉林業
センター

13：30～15：30
18：00～21：00

ラージボール
卓球 19：00～21：00

エアロビクス
ストレッチ 19：30～21：00

■チャレンジ大なわとび
　チームで大なわとびを実施して、「跳
んだ回数×跳んだ人数＝ポイント」を事
務局へ報告してください。各チームの結
果をランキングにして市HP等で発表します。また、優勝・
準優勝・第３位チームを表彰し、副賞として加茂水族館無
料入館券やチャレンジデーオリジナルＴシャツ等を贈呈し
ます。

■スポーツ体験教室‐当日は無料で体験できます

特集



Let’ｓ Ｔｒｙ
15min

5 広報つるおか　2015 . 5

目指せ！参加率50％！

５月27日(水)は

チャレンジデーって何？

５月の最終水曜日に全国一斉開催

　人口規模がほぼ同じ自治体同士で、午前０時～午後９時に
15分間以上続けて体を動かした住民の参加率を競い合います。
敗れた自治体が対戦相手の市旗を１週間掲揚するというユニー
クなルールで行われます。最近は、勝敗に関係なく健闘を称え
合い、お互いの市旗を掲揚することが多いようです。

いつでも、どこでも、
誰でも参加できるのが特徴

　チャレンジデーは、一部の限られた人たち
がスポーツをするのではなく、開催日に鶴岡
市内にいる人であれば、自宅・学校・職場な
ど、どこでも、どんなスポーツでもよく、年齢・
性別問わず誰でも気軽に参加できる点が大き
な特徴です。スポーツに限らず、チャレンジ
デーへの参加を意識して体を動かせば、散歩
や掃除なども対象となります。

住民総参加型のスポーツイベント

「運動する」→「
報告する」

参加方法は

それだけです！
【報告の方法は次の３つです】

　チャレンジデー当日（５月27日○水 ）の午前０時～午後
９時30分に、グループ名または個人名、電話番号、参加
人数、実施内容及び実施場所をお知らせください（電話で
の報告は午前７時から）。

電話　0800‐800‐1884（通話料無料）

　　　080‐8223‐4140
FAX　0120‐707‐733
　　　0235‐25‐8134
Ｅメール　sports@city.tsuruoka.lg.jp

下記の施設でも報告を受け付けます

藤島体育館　　　　　　☎64‐2143　FAX64‐5239
羽黒体育館　　　　　　☎62‐4789　FAX62‐4799
櫛引スポーツセンター　☎57‐4311　FAX57‐4317
朝日スポーツセンター　☎53‐3302　FAX53‐3302
温海ふれあいセンター　☎43‐4411　FAX43‐4427

　チャレンジデーに参加・報告した方で希望する方全員へ、市内
入浴施設の割引券を差し上げます（団体等でチャレンジデーへの
参加を企画する場合は事前にお渡しできます）。また、抽せんで
チャレンジデーオリジナルＴシャツや
加茂水族館無料入館券、市内入浴施設無
料入浴券等が当たります。
　各記念品は、小真木原総合体育館、藤
島体育館、羽黒体育館、櫛引スポーツセ
ンター、朝日スポーツセンター、温海ふ
れあいセンターでお渡しします（郵送等
はできませんのでご了承ください）。

参加記念品を差し上げます

【問合せ】
　スポーツ課内「鶴岡市チャレンジデー
　実行委員会」事務局☎25‐8131
　※詳しくは市HPをご覧ください。

特集
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ま でち き ご との
つほ ト ピ ツ ク スと

市内 地域活動センター・コミュニティセンター開所式

＜写真左：朝日東部コミュニティセンター 写真右：羽黒第四地区地域活動センター＞

羽黒地域の手向・泉・広瀬・羽黒四小の各地区
公民館が地域活動センターへ、朝日地域の朝日
中央・南部・東部の各公民館がコミュニティセ

４.１
ンターへ移行。総合的な地域活動の拠点として、
各センターでは生涯学習事業や福祉・防災活動、
地域の課題解決・活性化等に取り組みます。

温海 義経上陸の地　鼠ヶ関を歩こう会

＜鼠ケ関地区＞

義経伝説・勧進帳の舞台と伝えられる歴史ロマ
ンの里「鼠ケ関」。参加者35人が現地ガイドの案
内で名所旧跡等を巡りました。昼食では海鮮御

４.15
膳に舌鼓。厳島神社例大祭・神輿（みこし）流しで
は、川で水を掛け合う勇壮な光景に見入ってい
ました。鼠ケ関の春を五感で満喫したようです。
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藤島 藤島少年少女合唱団スプリングコンサート

これまで重ねてきた練習の成果を披露。
来場者と一緒に合唱する場面もあり、楽
しいコンサートになりました。

３. 21

＜東田川文化記念館＞

羽黒 鶴岡市歴史まちづくりシンポジウム

本市の歴史的風致維持向上計画各重点区
域の活動や先進地事例の発表を聴き、歴
史を活用したまちづくりを学びました。

３. 28

＜いでは文化記念館＞

朝日 河内神社氏子廻り

神社で獅子（しし）舞を奉納後、氏子の家
を巡ります。家主は米やお神酒などを供
えて、今年の五穀豊じょうを願いました。

４.２
 ～７

＜本郷地区＞

温海 蓬莱塾自然体験教室

「きれいだね」。地元の海で拾った流木や
貝殻を使って、鼠ヶ関小の児童がモビー
ルとキャンドル作りに挑戦しました。

３. 26

＜鼠ケ関公民館＞

櫛引 新設小学生サッカークラブチーム「サルバトーレ櫛引SC」入団式

「チーム一丸の全力プレーで1年目から
全国大会出場を目指したい」。団員34人
を代表し薮田主将が決意を表明しました。

３. 29

＜櫛引西小＞

朝日 朝日中旧校舎お別れ会

57年の歴史に幕を閉じた旧校舎。思い出
を語り合いながら、第１期卒業生も参加
し新校舎に飾るパネルを制作しました。

３. 28

＜朝日中旧校舎＞
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骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
（
５
０
０
円
）
…
腕
の

レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
（
一
般
健
康
診
査
を
受
診

す
る
方
で
今
年
度
中
に
20
歳
・
25
歳
・
30
歳
・

35
歳
に
な
る
方
。
②
の
日
程
で
受
診
）　

■他

託
児
あ
り
（
要
予
約
）

▼
メ
ン
ズ
健
診　

■日
11
月
16
日
○月
・
19
日
○木

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分　

■場
に
こ
♥

ふ

る　

■内
一
般
健
康
診
査
（
レ
デ
ィ
ー
ス
健
診

と
同
じ
）　

■費
１
、
５
０
０
円

▼
共
通　

■対
職
場
等
で
健
診
機
会
の
な
い
昭

和
51
年
４
月
１
日
以
降
生
ま
れ
の
方　

■申
５

月
７
日
○木
～
７
月
31
日
○金
に
健
康
課
☎
内
線

３
７
０
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ　

■他
生
活
保
護
世
帯
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
の

方
に
は
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す
（
事
前
申
請

必
要
）大

腸
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン

券
を
４
月
末
に
送
付
し
ま
し
た

　

市
が
実
施
す
る
大
腸
が
ん
検
診
を
受
診
し

た
際
の
自
己
負
担
金
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

■対
今
年
４
月
20
日
現
在
、
本
市
に
住
民
登
録

を
し
て
い
る
次
の
生
年
月
日
の
方　

▽
昭
和

29
年
４
月
２
日
～
同
30
年
４
月
１
日　

▽
同

34
年
４
月
２
日
～
同
35
年
４
月
１
日　

▽
同

39
年
４
月
２
日
～
同
40
年
４
月
１
日　

▽
同

44
年
４
月
２
日
～
同
45
年
４
月
１
日　

▽
同

49
年
４
月
２
日
～
同
50
年
４
月
１
日　

■問
健

康
課
☎
内
線
３
６
７
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市

民
福
祉
課
へ

高
齢
者
・
障
害
者
住
宅
整
備

資
金
の
利
子
補
給

　

高
齢
者
や
障
害
者
向
け
に
住
宅
の
増
築
や

改
造
を
す
る
際
、市
内
の
指
定
金
融
機
関（
漁

協
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
は
除
く
）
か
ら
融
資
を

受
け
た
場
合
に
、
利
子
の
一
部
を
市
が
補
給

し
ま
す
（
補
給
の
可
否
は
審
査
の
上
決
定
）。

■対
①
満
60
歳
以
上
の
方　

②
身
体
障
害
者
手

帳
１
～
４
級
所
持
者　

③
療
育
手
帳
Ａ
所
持

者　

④
①
～
③
の
い
ず
れ
か
と
同
居
し
て
い

る
方　

■
利
子
補
給
対
象
額　

３
０
０
万
円

以
内　

■
利
率　

１
・
２
５
％
（
変
動
の
場

合
あ
り
）
で
す
が
、
市
で
年
１
・
２
５
％
分

を
利
子
補
給
す
る
た
め
利
子
の
自
己
負
担
は

あ
り
ま
せ
ん　

■
返
済
方
法　

10
年
以
内
で

元
利
均
等
ま
た
は
元
金
均
等
の
月
賦
償
還

■申
高
齢
者
…
本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
１
９

３
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ　

障

害
者
…
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
３
０
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

在
宅
生
活
支
援
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス

（
自
立
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
）

■対
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
ま
た
は
高
齢
者

の
み
の
世
帯
で
、
要
支
援
ま
た
は
要
介
護
認

定
を
受
け
て
い
な
い
が
、
日
常
生
活
を
営
む

の
に
支
障
が
あ
り
、
支
援
・
指
導
が
必
要
な

方　

■内
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
訪
問
し
て
日
常

生
活
や
家
事
（
調
理
・
買
物
等
）
等
を
支
援
・

指
導
。
派
遣
時
間
は
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日

を
除
く
午
前
８
時
～
午
後
５
時
。
30
分
１
単

位
で
週
４
単
位
（
２
時
間
）
ま
で
の
利
用

■
自
己
負
担　

１
単
位
１
２
０
円
（
生
活
保

護
世
帯
は
無
料
）　

■申
各
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
、
本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
１
９
２

ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
助
成

事
業

■対
65
歳
以
上
の
方
で
、
老
衰
や
病
気
等
に
よ

っ
て
理
容
所
や
美
容
院
に
出
向
く
こ
と
が
困

難
な
要
介
護
３
以
上
の
認
定
を
受
け
て
い
る

方　

■内
１
回
に
つ
き
１
、
０
０
０
円
の
出
張

旅
費
助
成
券
を
交
付
（
年
６
枚
ま
で
）　

■申

各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
本
所
長
寿
介

護
課
☎
内
線
１
９
３
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市

民
福
祉
課
へ

耳
と
手
足
の
不
自
由
な
方
の

た
め
の
巡
回
相
談

■日
５
月
13
日
○水
午
後
１
時
～
３
時　

■場
に
こ

♥

ふ
る　

■対
18
歳
以
上
の
方
で
、
新
た
に
身

体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
い
方
、
交

付
を
受
け
て
い
る
方
で
程
度
変
更
し
た
い
方
、

補
装
具
の
交
付
を
希
望
す
る
方
等
（
現
在
治

療
中
の
方
を
除
く
）　

■内
聴
覚
、
肢
体　

■持

印
鑑
、
保
険
証
、
交
付
済
み
の
方
は
身
体
障

害
者
手
帳　

■問
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
３
６

ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

特
別
障
害
者
手
当
と
障
害
児

福
祉
手
当
の
支
給
に
つ
い
て

▼
特
別
障
害
者
手
当　

■対
満
20
歳
以
上
で
国

民
年
金
障
害
基
礎
年
金
の
１
級
程
度
の
障
害

が
重
複
す
る
な
ど
の
著
し
い
重
度
の
障
害
状

態
で
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時

特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
方　

■
給
付
月

額　

２
万
６
、６
２
０
円

▼
障
害
児
福
祉
手
当　

■対
満
20
歳
未
満
で
重

度
の
障
害
状
態
に
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
に

お
い
て
常
時
の
介
護
を
必
要
と
す
る
方　

■

給
付
月
額　

１
万
４
、４
８
０
円

▼
共
通　

■問
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
３
７
ま

た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ　

■他
診
断

書
が
必
要
で
す
。
視
覚
・
聴
覚
・
肢
体
・
心

臓
・
腎
臓
・
精
神
等
の
障
害
が
該
当
し
ま
す

（
施
設
入
所
や
入
院
し
て
い
る
方
は
該
当
外
）

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP＝ホームページ

市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111　羽黒庁舎☎62‐2111
　櫛引庁舎☎57‐2111　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111

健
康
・
福
祉
・
年
金
・
医
療

が
ん
患
者
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
購

入
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

■対
市
内
在
住
で
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

①
が
ん
と
診
断
さ
れ
、
が
ん
の
治
療
を
受
け

て
い
る　

②
が
ん
の
治
療
に
伴
う
脱
毛
に
よ

っ
て
、
就
労
や
社
会
参
加
等
に
支
障
が
あ

る
、
ま
た
は
支
障
が
出
る
お
そ
れ
が
あ
る
た

め
、
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
の
装
着
が
必
要
で
あ

る　

③
他
の
法
令
等
に
基
づ
く
助
成
を
受
け

て
い
な
い　

■
助
成
額　

購
入
費
の
２
分
の

１
（
上
限
１
万
円
。
今
年
４
月
１
日
以
降
に

購
入
し
た
も
の
に
限
る
）　

■持
が
ん
の
治
療

を
受
け
て
い
る
こ
と
の
証
明
書
類
（
お
薬
手

帳
、
診
療
明
細
書
等
）、
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ

購
入
時
の
領
収
書
、
保
険
証
ま
た
は
運
転
免

許
証
、
通
帳
、
印
鑑　

■申
申
請
書
を
健
康
課

（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
内
線
３
６
８
へ　

■他
代
理

申
請
の
場
合
は
委
任
状
及
び
代
理
人
の
本
人

確
認
が
必
要
。
市
HP

40
歳
未
満
の
方
へ 

さ
わ
や
か
健
診
で
健
康
チ
ェ
ッ
ク
！

▼
レ
デ
ィ
ー
ス
健
診　

■日
①
10
月
16
日
○金
・

19
日
○月
午
前
９
時
～
10
時
、
午
後
１
時
30
分

～
２
時
30
分　

②
10
月
22
日
○木
・
23
日
○金
午

後
１
時
30
分
～
２
時
30
分　

■場
①
総
合
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）　

②
荘
内
地

区
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー　

■内
・
■費
一
般
健
康

診
査
（
１
、
５
０
０
円
）
…
身
体
計
測
（
身

長
、
体
重
、
腹
囲
）、
血
圧
測
定
、
内
科
診
察
、

心
電
図
、
尿
検
査
（
た
ん
ぱ
く
、
糖
）、
血

液
検
査
（
脂
質
、
肝
機
能
、
貧
血
、
血
糖
）　
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国
民
年
金
保
険
料
の 

学
生
納
付
特
例
制
度

　

20
歳
以
上
の
国
民
年
金
加
入
の
学
生
で
、

収
入
が
一
定
額
以
下
等
の
基
準
に
該
当
す
る

方
は
、
在
学
中
の
保
険
料
納
付
が
猶
予
さ
れ

ま
す
。
今
年
度
の
納
付
特
例
適
用
を
希
望
す

る
方
は
、
早
目
に
申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。
申
請
に
は
年
金
手
帳
と
、
学
生
証
の

写
し
ま
た
は
在
学
証
明
書
等
が
必
要
で
す
。

　

大
学
（
大
学
院
）、
短
大
、
高
等
専
門
学
校
、

専
修
学
校
、
各
種
学
校
（
１
年
以
上
の
課
程

に
限
る
）
等
に
在
籍
す
る
学
生
が
対
象
で
、

住
民
登
録
し
て
い
る
市
区
町
村
の
国
民
年
金

窓
口
で
申
請
手
続
き
が
で
き
ま
す
。
申
請
書

類
に
在
学
予
定
期
間
を
記
入
す
る
と
、
２
年

目
以
降
は
、
学
生
終
了
予
定
の
年
度
ま
で
申

請
書
が
３
月
下
旬
に
住
所
地
へ
郵
送
さ
れ
ま

す
（
学
生
で
あ
る
間
は
、毎
年
申
請
が
必
要
）。

な
お
、
猶
予
さ
れ
た
期
間
の
保
険
料
は
、
10

年
以
内
に
追
納
で
き
ま
す
。

■問
鶴
岡
年
金
事
務
所
☎
23
‐
５
０
４
０
、
本

所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
１
３
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？ 

国
民
健
康
保
険
の
手
続
き

　

国
保
の
加
入
・
脱
退
等
の
手
続
き
は
各
自

で
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼
無
保
険
の
方
は
い
ま
せ
ん
か　

次
の
方
以

外
は
、
原
則
と
し
て
国
保
に
加
入
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん　

①
会
社
等
の
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
方
と
そ
の
扶
養
家
族　

②
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い
る
方

③
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方

▼
二
重
加
入
し
て
い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か

国
保
に
加
入
し
て
い
た
方
が
会
社
に
勤
め
た

り
、
勤
め
て
い
る
方
の
扶
養
と
な
っ
た
り
し

て
、
新
た
に
健
康
保
険
に
加
入
し
た
場
合
は
、

国
保
の
喪
失
届
が
必
要
で
す
。
届
出
を
し
な

い
と
国
保
に
加
入
し
た
ま
ま
と
な
り
、
保
険

料
と
国
保
税
を
二
重
に
納
め
る
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い

▼
適
正
な
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
ま
す
か

国
保
に
加
入
し
て
い
る
方
で
、
国
保
以
外
の

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
家
族
の
扶
養
と

な
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
場
合
は
、
健
康

保
険
の
切
替
え
が
で
き
ま
す
。
要
件
を
満
た

し
て
い
る
か
、
家
族
が
勤
め
て
い
る
会
社
等

で
確
認
し
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
２
４
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

税平
成
27
年
度
の
市
・
県
民
税
納

税
通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す

▼
給
与
か
ら
の
差
引
き
（
特
別
徴
収
）
の
方　

５
月
15
日
○金
に
各
事
業
所
へ
発
送
。
各
個
人

に
は
各
事
業
所
が
配
付
し
ま
す

▼
そ
れ
以
外
の
方　

６
月
15
日
○月
に
各
個
人

へ
発
送　

▼
共
通　

■問
本
所
課
税
課
☎
内
線
２
０
１

平
成
26
年
分
の
所
得
・
課
税

証
明
書
を
発
行
し
ま
す

▼
給
与
か
ら
の
差
引
き
（
特
別
徴
収
）
の
み

の
方　

５
月
15
日
○金
か
ら
発
行

▼
そ
れ
以
外
の
方　

６
月
15
日
○月
か
ら
発
行

▼
授
業
料
免
除
や
奨
学
金
申
請
に
用
い
る
指

定
様
式
の
所
得
・
課
税
証
明
書　

６
月
15
日

○月
か
ら
発
行

▼
共
通　

■申
本
人
確
認
が
で
き
る
証
明
書
類

（
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
等
）
を
お
持
ち
の
上
、
本
所
市

民
課
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

■問
本
所
課
税
課
☎
内
線
２
０
１

平
成
27
年
度
の
軽
自
動
車
税
納

税
通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す

■対
今
年
４
月
１
日
現
在
で
軽
自
動
車
（
バ
イ

ク
や
小
型
特
殊
自
動
車
、
乗
用
の
農
機
具
等

を
含
む
）
を
所
有
し
て
い
る
方　

■
納
期
限

６
月
１
日
○月
（
１
年
分
を
１
回
で
納
付
。
月

割
り
課
税
は
あ
り
ま
せ
ん
。
４
月
２
日
以
降

に
廃
車
や
名
義
変
更
を
し
て
も
27
年
度
分
全

額
を
納
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
）　

■問
本

所
課
税
課
☎
内
線
２
０
６　

■他
▽
納
税
証
明

書
は
車
検
時
に
必
要
で
す
。
大
切
に
保
管
し

て
く
だ
さ
い
（
口
座
振
替
の
方
に
は
６
月
１

日
○月
引
き
落
と
し
の
後
に
送
付
）　

▽
身
体

障
害
者
等
の
減
免
は
、
５
月
15
日
○金
～
29
日

○金
に
同
課
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
（
減
免
に

は
障
害
等
級
等
の
条
件
あ
り
。
今
ま
で
減
免

を
受
け
て
い
た
方
は
、
車
が
変
わ
る
な
ど
し

な
け
れ
ば
改
め
て
申
請
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
〈
構
造
を
除
く
〉）　

▽
原
動
機
付
自
転

車
等
の
税
率
引
上
げ
時
期
は
、
27
年
度
か
ら

28
年
度
へ
１
年
延
期
さ
れ
ま
し
た

平
成
27
年
度
の
固
定
資
産
税
・
都
市
計

画
税
納
税
通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す

　

今
年
度
は
、
３
年
ご
と
に
土
地
や
家
屋
の

価
格
を
見
直
す
「
評
価
替
え
」
の
年
で
す
。

▼
土
地
の
評
価
替
え　

宅
地
の
評
価
は
、
地

価
公
示
価
格
の
７
割
を
め
ど
に
評
価
の
均
衡
、

適
正
化
を
図
っ
て
い
ま
す

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP＝ホームページ

地域コミュニティ活性化推進委員会
公募委員募集

　地域コミュニティの維持・活性化に向けた
取り組みについて、市民の皆さんの意見を反
映するため、委員を公募します。
◎任　期　平成29年３月まで
◎対　象　市内に在住または通勤・通学して
　いる20歳以上の方で、地域コミュニティ活
　動等の地域活動について知識、経験または
　関心がある方３人程度
◎申込み　６月１日○月 まで応募用紙を本所コ
　ミュニティ推進課☎内線129へ
※応募用紙は同課、各地域庁舎総務企画課に
　設置。市HPにも掲載しています。

地域（藤島・羽黒・櫛引・朝日・温海地域）ごとに設置します 
鶴岡市地域振興懇談会

公募委員募集

　地域振興や活性化について、地域住民の皆さんの声を施策に
反映するため、各地域振興懇談会委員の一部を公募します。
◎対　象　次の全てに該当する方で各地域振興懇談会４人以内
　①各地域振興懇談会の区域に住所を有している、または各地
　域振興懇談会の区域にある事務所等に勤務している市民の方　
　②今年４月１日現在で満20歳以上の方
◎申込み　５月20日○水 まで申込書を各地域庁舎総務企画課へ
　（郵送は当日必着）。詳細は市HPをご覧ください
　○藤島庁舎同課☎内線212　○羽黒庁舎同課☎内線223
　○櫛引庁舎同課☎内線213　○朝日庁舎同課☎内線307
　○温海庁舎同課☎内線313
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▼
税
負
担
の
調
整
措
置　

固
定
資
産
税
・
都

市
計
画
税
の
負
担
額
が
急
増
し
な
い
よ
う
に
、

ま
た
土
地
の
価
格
に
も
対
応
し
た
仕
組
み
で
、

引
き
続
き
税
負
担
の
均
衡
化
を
図
り
ま
す

▼
家
屋
の
評
価
替
え　

評
価
基
準
の
改
定
に

よ
っ
て
、
全
て
の
家
屋
を
再
計
算
し
て
い
ま

す
。
既
存
の
家
屋
の
評
価
額
は
、
据
え
置
き

ま
た
は
引
下
げ
を
し
て
い
ま
す

▼
新
築
住
宅
の
軽
減　

新
築
後
の
一
定
期
間
、

固
定
資
産
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
軽
減
期
間

満
了
後
は
、
軽
減
分
に
つ
い
て
納
付
額
が
増

え
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ほ
か
に

も
軽
減
の
制
度
が
あ
り
ま
す　

▽
平
成
24
年

～
26
年
に
新
築
し
た
住
宅
…
新
築
後
３
年
間　

▽
平
成
22
年
～
26
年
に
新
築
し
た
３
階
以
上

の
中
層
耐
火
住
宅
等
…
新
築
後
５
年
間　

▼
納
税
通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す　

土
地
・

家
屋
の
一
筆
・
一
棟
ご
と
の
「
課
税
資
産
の

内
訳
」
を
添
付
し
て
い
ま
す
。
必
ず
課
税
内

容
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い　

■
発
送
日　

５

月
15
日
○金　

■対
今
年
１
月
１
日
現
在
の
登
記

簿
や
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
土
地
や
家
屋
等

の
所
有
者
と
し
て
登
載
さ
れ
て
い
る
方　

■

納
期
限　

第
１
期
…
６
月
１
日
○月　

第
２
期

…
７
月
31
日
○金　

第
３
期
…
来
年
１
月
４
日

○月　

第
４
期
…
２
月
29
日
○月　

■問
本
所
課
税

課
☎
内
線
２
０
７　

生
活

相
談
無
料
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す 

行
政
に
関
す
る
相
談
は
行
政
相
談
委
員
へ

　

行
政
相
談
委
員
及
び
総
務
省
山
形
行
政
評

価
事
務
所
で
は
、
国
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
・
公
庫
等
の

特
殊
法
人
や
独
立
行
政
法
人
等
に
つ
い
て
の

苦
情
や
要
望
、
意
見
等
を
聞
き
、
改
善
す
る

よ
う
働
き
掛
け
ま
す
。

▼
市
内
の
行
政
相
談
委
員
（
敬
称
略
）　

鶴

岡
地
域
…
渡
邉
ゆ
み
（
☎
22
‐
４
０
５
４
）、

升
川
繁
敏
（
☎
23
‐
７
３
１
４
）　

藤
島
地

域
…
池
田
勝
美
（
☎
64
‐
５
２
６
９
）　

羽

黒
地
域
…
髙
田
志
郎
（
☎
62
‐
２
４
５
７
）

櫛
引
地
域
…
澤
川
宏
一
（
☎
57
‐
２
５
５
４
）

朝
日
地
域
…
渡
部
芳
勝
（
☎
53
‐
３
１
０
６
）

温
海
地
域
…
本
間
仁
教
（
☎
44
‐
２
７
７
９
）

▼
山
形
行
政
評
価
事
務
所
（
行
政
苦
情
１
１

０
番
）
☎
０
５
７
０
‐
０
９
０
１
１
０

■問
本
所
市
民
課
☎
内
線
１
５
８

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

住
宅
名

間
取
り
等

戸
数

岡鶴
ち
わ
ら
住
宅
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）

１

３
Ｄ
Ｋ

（
子
育
て
向
け
）

３

美
原
住
宅

２
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

４
階
・
２
Ｋ

１

稲
生
住
宅

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

３
階
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

東
部
住
宅

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

大
西
住
宅

１
階
・
３
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）

１

大
山
住
宅

１
階
・
２
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）

１

島藤
ふ
じ
な
み
住
宅
平
屋
・
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

（
子
育
て
向
け
）

１

日朝
下
名
川
住
宅
平
屋
・
３
Ｄ
Ｋ

１

海温
紅
葉
岡
住
宅
３
階
・
３
Ｋ

１

柳
原
住
宅

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

■
入
居
時
期　

７
月
中
旬
以
降　

■申
５
月
１

日
○金
～
21
日
○木
に
本
所
建
築
課
☎
内
線
４
８

３
ま
た
は
各
建
設
事
務
室
（
羽
黒
・
朝
日
・

温
海
庁
舎
）
へ　

■他
入
居
資
格
要
件
が
あ
り
、

調
査
の
上
入
居
を
決
定
し
ま
す
（
子
育
て
向

け
住
戸
は
小
学
生
以
下
の
子
供
が
い
る
世
帯

対
象
）。
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
せ
ん
。
応

募
が
な
か
っ
た
住
戸
は
落
選
者
を
対
象
に
２

次
抽
せ
ん
を
行
い
ま
す
。
一
部
住
戸
は
世
帯

状
況
に
応
じ
た
優
先
選
考
で
す

空
き
家
バ
ン
ク
活
用
補
助
金

の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

　

移
住
希
望
者
や
若
者
・
新
婚
世
帯
等
が
、

来
年
１
月
31
日
○日
ま
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
つ
る

お
か
ラ
ン
ド
・
バ
ン
ク
が
実
施
す
る
空
き
家

バ
ン
ク
事
業
を
利
用
し
て
空
き
家
を
購
入
ま

た
は
賃
貸
借
し
、
改
修
す
る
場
合
（
そ
の
他

要
件
あ
り
）に
、改
修
工
事
費
を
補
助
し
ま
す
。

■
対
象
工
事　

補
助
金
申
請
後
に
着
工
し
来

年
2
月
29
日
○月
ま
で
完
了
す
る
、
台
所
、
ト

イ
レ
、
浴
室
等
の
水
回
り
工
事
、
ま
た
は
内

装
、
屋
根
、
外
壁
、
電
気
配
線
、
基
礎
等
の

改
修
工
事　

■
補
助
金
額　

対
象
経
費
の
６

分
の
１
～
３
分
の
２
（
上
限
10
万
円
～
40
万

円
。
世
帯
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）　

■申
来

年
２
月
１
日
○月
ま
で
本
所
建
築
課
☎
内
線
４

８
３
へ
（
た
だ
し
、
申
請
額
が
予
算
額
に
到

達
次
第
、
終
了
し
ま
す
）　

■他
市
HP

老
朽
危
険
空
き
家
の 

寄
附
受
付
に
つ
い
て

　

指
定
区
域
内
に
あ
る
老
朽
危
険
空
き
家

（
不
良
住
宅
）
に
つ
い
て
、
市
が
寄
附
を
受

け
て
解
体
・
整
地
し
た
土
地
を
活
用
し
、
若

者
世
帯
や
移
住
希
望
者
の
居
住
促
進
を
図
る

事
業
を
実
施
し
ま
す
。
市
税
等
滞
納
の
な
い

方
が
所
有
す
る
不
良
住
宅
で
あ
る
こ
と
等
の

要
件
が
あ
り
、
調
査
の
上
判
定
し
ま
す
。

■
指
定
区
域　

本
町
一
丁
目
・
二
丁
目
・
三

丁
目
、
三
和
町
、
三
光
町
、
双
葉
町
、
千
石
町
、

昭
和
町
、
大
東
町
、
神
明
町
、
錦
町
、
上
畑
町
、

山
王
町
、
泉
町
、
若
葉
町
、
家
中
新
町
、
馬

場
町
、
大
宝
寺
町
、
末
広
町
、
日
吉
町
、
宝

町
、
鳥
居
町
、
新
海
町
、
大
西
町　

■申
５
月

１
日
○金
～
８
月
31
日
○月
に
本
所
建
築
課
☎
内

線
４
８
３
へ

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券 

取
扱
加
盟
店
募
集

　

地
元
消
費
の
拡
大
、
地
域
経
済
の
活
性
化

を
図
る
た
め
、
鶴
岡
商
工
会
議
所
、
出
羽
商

工
会
及
び
市
が
６
月
に
発
行
す
る
予
定
の

「
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
」
取
扱
加
盟
店

を
募
集
し
ま
す
。
発
行
総
額
は
12
億
円
で
す
。

■対
①
…
同
会
議
所
会
員　

②
…
同
商
工
会
会

員　

③
…
①
②
の
会
員
以
外
で
市
内
に
本
店

を
置
く
事
業
所　

■申
①
同
会
議
所
☎
24
‐
７

７
１
１　

②
同
商
工
会
本
所
☎
64
‐
２
１
３

０
ま
た
は
各
支
所
へ　

③
本
所
商
工
課
☎
内

線
５
６
３
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
産
業
課
へ

■他
加
盟
条
件
あ
り
。
市
HP

要
件
を
満
た
す
新
規
就
農
者
に
最
長
５
年
間
給
付 

青
年
就
農
給
付
金
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

■申
６
月
15
日
○月
ま
で
本
所
農
政
課
☎
内
線
５

５
５
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
産
業
課
へ　

■他
要

件
等
詳
細
は
、
農
林
水
産
省
HP
「
青
年
就
農

給
付
金
」
ま
た
は
市
HP

鶴
岡
市
水
資
源
保
全
地
域
に
係
る
指
定

予
定
地
域
の
告
示
・
図
面
等
の
縦
覧

　

水
資
源
保
全
の
た
め
に
、
土
地
の
取
引
や

利
用
に
関
し
手
続
き
が
必
要
と
な
る
指
定
予

定
地
域
の
図
面
等
を
、
５
月
８
日
○金
～
21
日

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP＝ホームページ
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○木
に
山
形
県
環
境
企
画
課
、
庄
内
総
合
支
庁

環
境
課
及
び
本
所
農
山
漁
村
振
興
課
で
縦
覧

し
ま
す
。
期
間
中
、
住
民
及
び
利
害
関
係
者

は
、
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■問
本
所
農
山
漁
村
振
興
課
☎
内
線
５
９
７

土
砂
災
害
に
よ
る
被
害
の
未
然
防
止
を
図
り
ま
す 

土
砂
災
害
危
険
区
域
実
態
調
査

　

鶴
岡
地
域
で
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。
調

査
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■日
５
月
13
日
○水
〜
22
日
○金　

■問
本
所
防
災
安

全
課
☎
内
線
１
９
９

５
月
30
日
は 

ご
み
ゼ
ロ
の
日
で
す

　

ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル

推
進
等
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。
不
法
投
棄
や
ポ

イ
捨
て
を
な
く
し
、
き
れ
い

な
鶴
岡
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
鶴
岡
ご
み
ゼ
ロ
大
作
戦

■日
５
月
30
日
○土
午
前
10
時

（
小
真
木
原
公
園
中
央
駐
車

場
集
合
）　

■内
市
内
各
地
の

公
園
等
の
清
掃　

■問
廃
棄
物

対
策
課
☎
内
線
６
７
７

「
事
業
系
ご
み
」は
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
は
出
せ
ま
せ
ん

　

会
社
や
商
店
等
の
事
業
活
動
に
伴
う
廃
棄

物
で
、「
も
や
す
ご
み
（
特
別
な
物
を
除
く
）」

以
外
は
「
産
業
廃
棄
物
」
と
定
め
ら
れ
て
お

り
、
事
業
者
の
責
任
で
処
理
す
る
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
再
資
源
化
に
努
め

る
か
、
産
業
廃
棄
物
処
理
許
可
業
者
に
処
理

を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
一
般
廃
棄

物
で
あ
る
「
も
や
す
ご
み
」
は
、
市
の
ご
み

焼
却
施
設
に
搬
入
す
る
か
、
一
般
廃
棄
物
処

理
許
可
業
者
に
処
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
廃
棄
物
対
策
課
☎
内
線
６
７
７

森
林
の
土
地
を
取
得
し
た
と

き
は
届
出
が
必
要
で
す

　

個
人
か
法
人
か
に
関
わ
ら
ず
、
売
買
契
約
、

相
続
、
贈
与
、
法
人
の
合
併
等
に
よ
っ
て
、

森
林
（
登
記
上
の
地
目
に
関
わ
ら
ず
都
道
府

県
が
作
成
す
る
地
域
森
林
計
画
の
対
象
と
な

っ
て
い
る
森
林
）
の
土
地
を
新
た
に
取
得
し

た
場
合
は
、
森
林
の
土
地
の
所
有
者
届
出
が

必
要
で
す
（
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
く
土

地
売
買
契
約
の
届
出
を
し
た
場
合
は
不
要
）。

面
積
の
基
準
は
な
く
全
て
対
象
で
す
。

■問
本
所
農
山
漁
村
振
興
課
☎
内
線
５
５
９
ま

た
は
各
地
域
庁
舎
産
業
課
へ

大
切
な
生
命
や
財
産
を
守
り
ま
し
ょ
う 

５
月
は
「
水
防
月
間
」
で
す

　

も
し
も
の
と
き
に
備
え
、
日
頃
か
ら
の
心

構
え
が
重
要
で
す
。
次
の
よ
う
な
確
認
や
準

備
を
し
て
水
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

▽
テ
レ
ビ
等
の
気
象
情
報
に
留
意
し
ま
し
ょ

う　

▽
避
難
場
所
・
避
難
路
を
確
認
し
ま
し

ょ
う　

▽
非
常
持
出
品
を
準
備
し
ま
し
ょ
う

　

ま
た
、
農
業
用
水
の
通
水
が
始
ま
り
、
水

か
さ
が
増
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
近
年
、
局

地
的
な
集
中
豪
雨
が
頻
発
す
る
傾
向
に
あ
り
、

河
川
や
水
路
の
急
な
増
水
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

水
難
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
心
掛
け
る
と
と

も
に
、
危
険
な
場
所
で
遊
ん
で
い
る
子
供
を

見
掛
け
た
ら
注
意
す
る
な
ど
、
地
域
ぐ
る
み

で
水
の
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
８
５

毎
日
が
防
犯 

気
を
つ
け
よ
う

み
ん
な
で
犯
罪
被
害
防
止
！

　

春
は
開
放
的
な
気
分
に
な
る
と
と
も
に
、

外
出
の
機
会
も
増
え
て
犯
罪
が
多
発
す
る
傾

向
が
あ
り
ま
す
。

▽
振
り
込
め
詐
欺（
オ
レ
オ
レ
詐
欺
）　

▽
住

宅
侵
入（
空
き
巣
）　

▽
不
審
者
の
声
掛
け
・

連
れ
去
り　

▽
ス
ト
ー
カ
ー
・
チ
カ
ン
・
ひ

っ
た
く
り　

▽
車
上
狙
い
・
自
転
車
盗
難

　

少
し
で
も
不
審
に
思
っ
た
ら
鶴
岡
警
察
署

☎
28
‐
０
１
１
０
へ
。

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
８
５

５
月
11
日
○月
～
20
日
○水
に「
春
の
交
通

安
全
県
民
運
動
」が
実
施
さ
れ
ま
す

 

「
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
」
を

運
動
の
基
本
に
、
春
の
交
通
安
全
県
民
運
動

が
実
施
さ
れ
ま
す
。
春
は
歩
行
者
や
自
転
車

利
用
者
の
行
動
が
活
発
に
な
り
ま
す
。
自
転

車
の
安
全
利
用
と
歩
行
者
保
護
を
心
掛
け
、

交
通
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
６
３

５
月
・
６
月
は
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
が
餌
を
求
め
て
行
動
す
る
季
節 

熊
の
出
没
に
注
意
！

　

夕
方
〜
早
朝
は
人
里
に
出
没
す
る
可
能
性

が
高
く
な
り
ま
す
。
山
や
山
際
の
農
地
に
出

掛
け
る
際
は
、
鈴
・
笛
・
ラ
ジ
オ
な
ど
音
の

出
る
も
の
を
携
帯
し
、
十
分
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
山
や
農
地
に
生
ご
み
等
を

放
置
す
る
こ
と
は
、
熊
や
猿
を
呼
び
寄
せ
る

原
因
と
な
り
ま
す
の
で
、
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

熊
を
見
掛
け
た
場
合
は
、
駐
在
所
（
警
察

署
）、本
所
農
政
課
☎
内
線
５
５
２
ま
た
は
各

地
域
庁
舎
産
業
課
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

山
火
事
注
意
！ 

多
発
時
期
で
す 

伝
え
よ
う 

森
の
大
事
さ 

火
の
怖
さ

　

山
火
事
の
原
因
の
多
く
は
、
た
き
火
・
タ

バ
コ
・
火
入
れ
の
不
始
末
で
す
。
行
楽
や
山

菜
採
り
で
山
林
に
入
る
と
き
は
、
火
の
取
扱

い
に
十
分
注
意
し
、
山
火
事
に
よ
る
山
林
の

損
失
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
山
林
へ
の

火
入
れ
は
許
可
が
必
要
で
す
。
実
施
予
定
日

の
７
日
前
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■申
本
所
農
山
漁
村
振
興
課
☎
内
線
５
５
９
ま

た
は
各
地
域
庁
舎
産
業
課
へ

人
と
動
物
が
気
持
ち
よ
く
共
生
で
き
る
ま
ち
に 

愛
犬
の
散
歩
の
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う

　

誰
し
も
自
宅
付
近
で
お
し
っ
こ
や
ふ
ん
を

さ
れ
る
の
は
嫌
な
も
の
で
す
。
お
互
い
が
気

持
ち
よ
く
暮
ら
せ
る
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
愛
犬
の
ト
イ
レ
は
散
歩
に
出
掛
け
る
前
に

自
宅
敷
地
内
で
済
ま
せ
ま
し
ょ
う　

▽
外
で

し
て
し
ま
っ
た
と
き
の
た
め
に
、
ふ
ん
を
持

ち
帰
る
袋
と
、
お
し
っ
こ
を
流
す
水
（
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
等
）
を
持
っ
て
出
掛
け
ま
し
ょ
う
。

河
川
敷
や
側
溝
、
雪
の
中
等
へ
の
放
置
は
厳

禁
で
す　

▽
小
さ
な
犬
も
必
ず
リ
ー
ド
等
で

つ
な
い
で
歩
き
ま
し
ょ
う

■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
内
線
３
６
３

建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法 

全
国
一
斉
パ
ト
ロ
ー
ル

　

市
で
は
、
５
月
に
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
に

基
づ
く
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。
建
築

物
等
の
解
体
時
に
は
届
出
を
し
、
木
材
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
等
の
分
別
解

体
・
再
資
源
化
を
適
正
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
建
築
課
☎
内
線
４
８
４

誰かが見ている…不法投棄監視中
不法投棄を見掛けたらご通報くだ
さい　〈廃棄物対策課内「鶴岡市
不法投棄監視通報ネットワーク」
☎22‐2848〉

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP＝ホームページ
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市への意見や質問、広報を読んで
の感想などをお寄せください。
◎送り先　本所総務課
　　　　　☎25‐2111内線316

自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
に

つ
い
て

　

自
転
車
は
車
道
を
通
行
す
る
も
の
と

認
識
し
て
い
ま
し
た
が
、
先
日
、
歩
道

を
歩
い
て
い
た
ら
、
後
か
ら
自
転
車
で

来
た
方
に
「
ど
い
て
く
だ
さ
い
」
と
声

を
掛
け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
急
に
道

路
を
横
断
し
た
り
、
携
帯
電
話
を
操
作

し
な
が
ら
運
転
し
た
り
す
る
危
険
な
自

転
車
利
用
者
も
見
掛
け
ま
す
。

　

私
も
自
転
車
に
乗
る
こ
と
が
あ
る
の

で
、
自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

自
転
車
は
車
両
と
い
う
意
識

で
安
全
運
転
を
し
ま
し
ょ
う

　
自
転
車
は
、
気
軽
に
利
用
で
き
る
乗

り
物
で
す
が
、
歩
行
者
の
す
ぐ
そ
ば
を

通
行
す
る
こ
と
が
多
い
こ
と
か
ら
、
接

触
事
故
の
加
害
者
に
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
斜
め
横
断
な
ど
は
自
動

車
と
の
事
故
に
つ
な
が
る
危
険
も
あ
り

ま
す
。

　
事
故
の
加
害
者
・
被
害
者
に
な
ら
な

い
た
め
に
も
、
今
一
度
、
自
転
車
の
交

通
ル
ー
ル
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

QＡ

医学博士。小金井リハビリテーション病院副院長。一般社団
法人日本市民スポーツ連盟会長、一般社団法人全日本ノル
ディック・ウォーク連盟副学術委員長、東京都ノルディック
ウォーク連盟会長として、ノルディックウォークの普及活動
を行う。てくてく健康里山あるきの雪上かんじきウォーク特
別講師として来鶴。東京都出身。

川
か わ う ち

内  基
も と ひ ろ

裕 さん

ノルディックウォークで健康な暮らし

イベントの様子（３月15日／湯殿山スキー場）

104

   鶴岡には、国際ノルディックウォーク大会が開か
れる６月に毎年来ています。田んぼや山々の眺めが
とてもきれいなところですね。また、大会はいつも
多くの参加者でにぎわうなど、スポーツの盛んなと
ころという印象があります。
   ノルディックウォークに関わり始めたのは、宮下
充正氏（東京大学名誉教授）に誘われたことがきっ
かけです。ウォーキングは健康・体力づくりに良い
運動です。その効果に加えて、ポールを使った動作
によって全身運動の効果が得られるノルディックウ
ォークに大変興味を持ちました。以来普及に関わり、
平成24年には全日本ノルディックウォーク学会を
開催し、研究の成果を発表しています。   

　私の専門は心臓血管外科で
す。手術後にリハビリテーシ
ョンをするのですが、ノルデ
ィックウォークを療法の一つ
として積極的に取り入れてい

ます。患者さんはポールを持つことで、安定した姿
勢を保つことができるので、有酸素運動をゆっくり
と行うことができます。歩幅は広がり、膝がよく曲
がるようになります。高齢の方でも、早い時期から
安心して無理なく取り組めるのでとても好評ですね。
   私はアクアノルディックウォーキングにも注目し
ています。水中のリハビリや運動は、浮力によって
負荷が軽くなる効果があります。陸上での歩行が困
難な方でも、水中では歩行できることがあります。
さらにポールを使うことによって、正しい歩行姿勢
に慣れていくことができます。まだ広く知られては
いませんが、今後リハビリや市民スポーツの場でも
アクアノルディックウォーキングが活用されていく
かもしれません。機会があれば鶴岡の皆さんに紹介
したいと思っています。
   健康のためにも体を動かすことは大切です。ノル
ディックウォークは手軽に体験できる全身運動です。
皆さんにも一度体験してほしいですね。
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◆
原
則
と
し
て
、
自
転
車
は
車
道
の
左

端
を
通
行
し
ま
し
ょ
う

　
例
外
と
し
て
、
次
の
場
合
は
歩
道
を

通
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
歩
道

は
歩
行
者
が
優
先
で
す
。
車
道
寄
り
の

部
分
を
徐
行
し
、
歩
行
者
の
妨
げ
に
な

ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▼
次
の
方
が
運
転
す
る
場
合
　
①
70
歳

以
上
の
方
　
②
13
歳
未
満
の
児
童
・
幼

児
　
③
身
体
の
不
自
由
な
方

▼
道
路
標
識
や
道
路
標
示
に
よ
っ
て
、

自
転
車
も
通
行
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る

歩
道
を
通
行
す
る
場
合

▼
そ
の
他
、
交
通
の
危
険
が
あ
っ
て
や

む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合

◆
ほ
か
の
ル
ー
ル
も
確
認
し
ま
し
ょ
う

▼
飲
酒
運
転
し
な
い

▼
一
時
停
止
標
識
の
あ
る
交
差
点
で
は
、

停
止
線
の
直
前
で
一
時
停
止
を
す
る

▼
夜
間
及
び
暗
い
場
所
で
は
、
ラ
イ
ト

を
点
灯
す
る

▼
携
帯
電
話
の
操
作
を
し
な
が
ら
、
ま

た
、
傘
を
差
し
な
が
ら
の
片
手
運
転
は

し
な
い

▼
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
・
イ
ヤ
ホ
ン
を
使
用
し

な
が
ら
運
転
し
な
い

　
道
路
交
通
法
上
、
自
転
車
は
軽
車
両

と
さ
れ
て
い
ま
す
。「
自
転
車
は
車
両
」

と
い
う
意
識
を
持
っ
て
交
通
ル
ー
ル
と

マ
ナ
ー
を
守
り
、
安
全
運
転
を
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

〈
本
所
防
災
安
全
課
〉

隔月連載

スクールライフ！
鶴岡市にある10校の高等学校と高等専門学校。
その学校ならではの取り組みや活動を生徒・学生が紹介します。

No. ７　アルミ缶回収運動「With Love」、内川清掃／鶴岡東高校

　東高では生徒会が中心となり、アルミ缶回収運動
に取り組んでいます。昨年は各教室と校内２か所に
回収箱を設置し、毎週水曜・金曜日に放送で呼び掛
け、回収しました。約８か月間で回収したアルミ缶
は２万本以上にもなります。それをリサイクル業者
へ引き渡して換金し、２台の車椅子を購入。鶴岡市

社会福祉協議会を
通じて朝暘町・切
添町町内会へ寄贈
しました。両町内
会から感謝状を頂
くことになり、と
てもうれしいです。
アルミ缶を集める
ことは小さな活動
ですが、全校生徒
で取り組むことに

よって地域の役に立てる、良い活動だと思います。
また、生徒会に所属していない生徒が回収作業を手
伝ってくれることも多く、活動に対する意識の高ま
りを感じました。
　東高で取り組んでいる
もう１つの奉仕活動は内
川清掃です。30年以上
前から続けている活動で、
毎年６月に、１年生が１
時間以上かけて空き缶や
吸い殻などのごみを拾い
ます。最近は夏に蛍が見
られるようになったと聞
きました。学校の裏にあ
り、部活のランニングな
どで使う内川は、私たちが日頃から親しんでいる川
です。内川清掃をすることで、環境の大切さを学び、
お世話になっている地域へ感謝の気持ちを伝えたい
と思います。
　地域の方から「ありがとう」と言われると、取り
組んでよかったなと思いますし、どちらも続けてい
きたい活動です。一つひとつは小さなことでも、み
んなが同じ意識を持って取り組めば、大きな力にな
ります。２つの活動を通して、奉仕の輪が学校全体
に広がってくれればうれしいです。

[ 学校概要 ]
○創立…昭和43年　○学科…特進・総合・体育・情報
科　○校訓…「秩序・忍耐・努力」　○「常に時代の先導
者たれ」を建学の精神として、生徒は日々学業に励み、
部活動では全国的な活躍をしている。今年３月にランニ
ングコース等を備えた中央体育館が完成

生
徒
会
長

角
田 

康
太
さ
ん

（
特
進
科
３
年
生
）

生
徒
会
副
会
長

荘
司 

優
人
さ
ん

（
特
進
科
３
年
生
）

紹　介　者

内川沿いに建つ中央体育館
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催
し

出
羽
街
道
路
乃
茶
屋
「
キ
ラ
リ
」 

キ
ラ
リ
か
た
く
り
園
・
か
た
く
り
ま
つ
り

▼
か
た
く
り
園
（
約
１
ha
）　

■日
５
月
上
旬

ま
で　

■費
大
人
１
０
０
円
（
維
持
協
力
金
）

■他
同
茶
屋
で
要
受
付

▼
か
た
く
り
ま
つ
り　

■日
５
月
２
日
○土
～
６

日
○水
午
前
９
時
～
午
後
４
時　

■場
同
茶
屋

■内
旬
の
山
菜
を
中
心
に
地
元
農
産
物
を
販
売

▼
共
通　

■問
同
茶
屋
☎
47
‐
２
５
８
８

産
直
あ
さ
ひ
・
グ
ー　
　
　

山
菜
ま
つ
り

■日
５
月
２
日
～
６
月
７
日
の
毎
週
土
曜
・
日

曜
日　

■場
・
■問
産
直
あ
さ
ひ
・
グ
ー
☎
58
‐

１
４
５
５

新
民
館
（
旧
大
山
小
校
舎
）

が
開
館
し
ま
す

■日
５
月
３
日
○日
・
４
日
○月
午
前
10
時
～
午
後

３
時　

■内
教
室
の
再
現
、
昔
の
教
材
等
教
育

資
料
展
示　

■場
・
■問
大
山
小
☎
33
‐
２
５
７

０　
月
山
あ
さ
ひ
博
物
村
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル

■日
５
月
３
日
○日
～
５
日
○火　

■内
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
、
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
、
ハ
ム
ス
タ
ー
レ
ー

ス
、
化
石
レ
プ
リ
カ
・
消
し
ゴ
ム
作
り
体
験

（
各
３
０
０
円
）、
ス
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ン
体
験　

■費
大
人
…
４
０
０
円　

中
学
生
以
下
…
１
０

０
円　

■場
・
■問
同
館
☎
53
‐
３
４
１
１

出
羽
の
古
道
六
十
里
越
街
道

足
な
ら
し
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

■日
5
月
10
日
○日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
２
時

30
分
（
朝
日
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
集
合
）

■場
本
明
寺
→
七
曲
り
坂
→
追
分
石
→
十
王
峠

展
望
台
→
田
ノ
頭
林
道　

■定
先
着
25
人
（
最

少
催
行
人
数
10
人
）　

■費
３
、０
０
０
円
（
昼

食
代
・
入
浴
券
代
等
）　

■申
５
月
６
日
○水
ま

で
あ
さ
ひ
む
ら
観
光
協
会
☎
53
‐
３
４
１
１

へ
し
ゃ
り
ん
早
田
孟
宗
ま
つ
り

■日
５
月
10
日
○日
午
前
10
時
～
午
後
３
時　

■内

早
田
地
区
で
朝
掘
り
し
た
旬
の
孟も
う
そ
う宗
や
、
孟

宗
汁
（
１
杯
３
０
０
円
）
の
販
売
等　

■場
・

■問
道
の
駅
「
あ
つ
み
」
し
ゃ
り
ん
☎
44
‐
３

２
１
１

ふ
じ
の
花
ま
つ
り

■日
５
月
15
日
○金
～
17
日
○日
午
前
９
時
～
午
後

６
時　

■場
藤
島
体
育
館　

■内
藤
の
花
の
盆
栽

展
、
特
産
品
販
売
、
働
く
車
展
示
、
呈
茶
、

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
等　

■問
ふ
じ
し
ま
観
光
協

会
☎
64
‐
２
２
２
９

５
月
は
ア
ス
パ
ラ
月
間 

月
山
山
麓
朝
採
り
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
直
売

■日
・
■場
５
月
16
日
○土
…
山
王
ナ
イ
ト
バ
ザ
ー

ル　

５
月
の
毎
週
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
…

月
山
ふ
れ
あ
い
ハ
ウ
ス　

■問
羽
黒
庁
舎
産
業

課
☎
内
線
１
４
６

「
Ｊ
Ｔ
の
森 

鶴
岡
」 

春
の
森
づ
く
り
活
動

■日
５
月
16
日
○土
午
前
10
時
～
午
後
２
時
（
い

こ
い
の
村
庄
内
多
目
的
広
場
集
合
。
雨
天

決
行
）　

■内
下
刈
り
、
枝
打
ち
、
環
境
教
室　

■持
軍
手
、
帽
子
等　

■問
本
所
農
山
漁
村
振
興

課
☎
内
線
５
９
７

そ
ば
処
大
梵
字

▼
そ
ば
打
ち
体
験
教
室
上
級
編　

変
わ
り

そ
ば
・
十
割
そ
ば
打
ち
体
験
講
座　

■日
５

月
17
日
○日
午
前
10
時
、
午
後
１
時　

■定
各
回

先
着
８
組　

■費
１
、５
０
０
円（
３
・
４
人
前
）

▼
月
山
筍た
け

尽
く
し
の
メ
ニ
ュ
ー
・
月
山
筍

御
前　

■日
５
月
17
日
○日
～
６
月
14
日
○日
午

前
11
時
～
午
後
４
時
30
分　

■費
前
売
り
券
１
、

５
０
０
円　

▼
共
通
　
■場
・
■申
そ
ば
処
大
梵
字
☎
53
‐
３

４
１
３

早
田
孟
宗
の
里
ま
つ
り

■日
５
月
17
日
○日
午
前
10
時
～
午
後
２
時　

■場

早
田
公
民
館　

■内
孟
宗
掘
り
体
験
（
■定
先
着

25
人　

■費
大
人
…
１
、５
０
０
円
〈
昼
食
代
・

孟
宗
お
土
産
付
き
〉　

小
学
生
以
下
…
50
円

■持
軍
手
等　

■申
11
日
○月
ま
で
）、
早
田
の
ん

め
も
の
コ
ー
ナ
ー
（
11
時
か
ら
食
券
〈
１
枚

１
、
０
０
０
円
〉
販
売
）、
朝
掘
り
孟
宗
等

の
販
売　

■申
あ
つ
み
観
光
協
会
☎
43
‐
３
５

４
７　三

瀬
八
森
山
孟
宗
ま
つ
り

■日
５
月
17
日
○日
午
前
11
時
～
午
後
２
時　

■場

八
森
山
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
広
場
（
雨
天
時

は
八
森
山
ヒ
ュ
ッ
テ
）　

■内
孟
宗
汁
・
孟
宗

御
飯
等
の
販
売　

■問
三
瀬
地
区
自
治
会
☎
73

‐
２
０
０
１　

■他
三
瀬
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
チ
ケ
ッ
ト
（
１
、０
０
０
円
）
販
売

（
13
日
○水
ま
で
）

東
北
振
興
研
修
所 

教
養
セ
ミ
ナ
ー（
孟
宗
汁
懇
話
会
）

■日
５
月
20
日
○水
午
前
11
時
～
午
後
１
時　

■内

講
演
「
内
川
に
こ
だ
わ
た
っ
て
」
国
井
美
保

氏
（
公
益
大
学
外
研
究
員
）　

■費
２
、
０
０

０
円
（
昼
食
代
）　

■場
・
■申
５
月
15
日
○金
ま

で
同
研
修
所
☎
62
‐
２
０
８
２
へ

六
十
里
越
街
道
安
全
祈
願
祭 

ミ
ニ
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

■日
５
月
23
日
○土
午
前
８
時
30
分
（
多
層
民
家

集
合
）　

■場
多
層
民
家
→
蟻
腰
坂
→
弘
法
茶

屋
跡
→
千
手
ブ
ナ
→
起
点　

■費
２
、
５
０
０

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP＝ホームページ

市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111
　羽黒庁舎☎62‐2111　櫛引庁舎☎57‐2111
　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111
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円
（
そ
ば
代
・
手
作
り
笹
巻
き
の
お
土
産
付

き
）　

■申
５
月
12
日
○火
ま
で
あ
さ
ひ
む
ら
観

光
協
会
☎
53
‐
３
４
１
１
へ

春
季
消
防
演
習

■日
５
月
23
日
○土
午
後
１
時　

■場
小
真
木
原
陸

上
競
技
場
（
雨
天
時
は
小
真
木
原
総
合
体
育

館
）　

■内
消
防
訓
練
展
示
、
ま
と
い
振
り
等　

■問
消
防
本
部
警
防
課
☎
22
‐
８
３
２
０

摩
耶
山
春
の
登
山
会

■日
５
月
24
日
○日
午
前
８
時
（
越
沢
基
幹
集
落

セ
ン
タ
ー
集
合
）　

■内
安
全
祈
願
神
事
、
登

山
、
懇
親
会
、
山
菜
等
特
産
品
の
販
売　

■問

あ
つ
み
観
光
協
会
☎
43
‐
３
５
４
７

ま
る
ご
と
体
験
「
し
な
織
の

里
関
川 

２
０
１
５
春
」

■日
５
月
24
日
○日
午
前
９
時
～
午
後
３
時　

■場

関
川
し
な
織
セ
ン
タ
ー
、
関
川
し
な
の
木
の

森
等　

■対
高
校
生
以
上
の
方
先
着
25
人　

■内

し
な
の
木
の
保
育
活
動
、
山
菜
収
穫
体
験
・

調
理
、
ワ
ラ
ビ
の
あ
く
抜
き
体
験　

■費
３
、

０
０
０
円
（
昼
食
代
等
）　

■申
５
月
18
日
○月

ま
で
関
川
自
治
会
☎
47
‐
２
５
０
２
へ

出
会
う
、
つ
な
が
る
、　　
　
　
　

こ
し
ゃ
っ
て
マ
ル
シ
ェ

■日
５
月
24
日
○日
午
前
10
時
～
午
後
３
時　

■場

櫛
引
庁
舎
南
側
緑
地　

■内
農
産
物
・
加
工
品
・

雑
貨
等
販
売
、
季
節
や
暮
ら
し
を
楽
し
む
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

■問
櫛
引
庁
舎
総
務
企
画
課

内
「
鶴
岡
ま
ち
づ
く
り
塾
櫛
引
グ
ル
ー
プ
」

事
務
局
☎
内
線
２
５
８　

■他
こ
し
ゃ
っ
て
マ

ル
シ
ェ
HP

採
れ
た
て
の
月
山
筍
を
炭
火
焼
き
で
提
供 

月
山
筍
ま
つ
り

■日
５
月
30
日
○土
・
31
日
○日
午
前
11
時　

■場
・

■問
米
の
粉
の
滝
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
☎
54
‐
６
３

１
１鶴

岡
市
合
併
・
市
制
施
行
10
周
年
記
念
事
業

タ
キ
タ
ロ
ウ
ま
つ
り

■日
５
月
31
日
○日
午
前
９
時
～
午
後
３
時　

■場

大
鳥
タ
キ
タ
ロ
ウ
公
園
、
荒
沢
ダ
ム　

■内
魚

の
つ
か
み
ど
り
、
ボ
ー
ト
遊
び
、
カ
ヌ
ー
・

ダ
ッ
キ
ー
ス
ク
ー
ル
、
ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
、
森
の
ク
ラ
フ
ト
、
森
の
お
ん
が
く
か
い
、

マ
タ
ギ
・
タ
キ
タ
ロ
ウ
講
話
、
荒
沢
ダ
ム
ト

ン
ネ
ル
探
検
、
寿
岡
発
電
所
見
学
、
朝
日
連

峰
山
開
き
神
事
等　

■問
朝
日
庁
舎
産
業
課
内

「
同
ま
つ
り
実
行
委
員
会
」
事
務
局
☎
内
線

３
５
２温

海
特
産
品
ま
つ
り

■日
６
月
７
日
○日
午
前
10
時
～
午
後
３
時　

■場

米
子
漁
港　

■内
温
海
地
域
の
海
・
山
の
幸
の

販
売
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等　

■問
出
羽
商

工
会
温
海
支
所
☎
43
‐
２
４
１
１

出
羽
庄
内
国
際
村
ワ
ー
ル
ド

バ
ザ
ー
ル

■日
６
月
14
日
○日
午
前
10
時
～
午
後
３
時　

■内

大
道
芸
・
歌
・
踊
り
・
演
奏
等
の
発
表
、
世

界
の
料
理
・
雑
貨
販
売
、
屋
台
、
関
係
団
体

の
活
動
紹
介
、
バ
ザ
ー
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
等　

■場
・
■問
同
館
☎
25
‐
３
６
０
０　

■他

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
（
■定
22
人　

■費

１
区
画
５
０
０
円　

■申
５
月
12
日
○火
か
ら
）・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

藤
沢
周
平
記
念
館
開
館
５
周
年
記
念
特
別
企
画
展
関
連
イ
ベ
ン
ト 

講
演
会
「
私
が
尊
敬
す
る
作
家 

藤
沢
周
平
」

■日
６
月
27
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■場
荘
内
神

社
参
集
殿　

■定
先
着
３
０
０
人　

■師
宇
江
佐

真
理
氏
（
時
代
小
説
家
）　

■申
ハ
ガ
キ
に
氏

名
・
住
所
・
電
話

番
号（
２
人
ま
で
）

を
記
入
の
上
、
同

館
☎
29
‐
１
８
８

０
へ合

併・市
制
施
行
10
周
年
記
念
事
業  

三
井
住
友
海
上
文
化
財
団
派
遣
コ
ン
サ
ー
ト 

仲
道
郁
代
ピ
ア
ノ
・
リ
サ
イ
タ
ル

■日
６
月
27
日
○土
午
後
２
時　

■場
温
海
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー　

■
プ
ロ
グ
ラ
ム　
「
月
の
光
」

「
月
光
」「
別
れ
の
曲
」「
英
雄
」
等　

■費
大

人
…
１
、
０
０
０
円　

高
校
生
以
下
…
５

０
０
円　

■
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
い　

５
月
８
日

○金
か
ら
社
会
教
育
課
（
櫛
引
庁
舎
）、
中
央

公
民
館
、
本
所
総
務
課
、
藤
島
庁
舎
総
務
企

画
課
、
羽
黒
庁
舎
総
務
企
画
課
、
櫛
引
公
民

館
、
朝
日
庁
舎
総
務
企
画
課
、
温
海
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
等
へ　

■問
社
会
教
育
課
☎
57
‐

４
８
６
７　

■他
託
児
あ
り
（
■定
10
人　

■申
同

課
）健

康
・
ス
ポ
ー
ツ

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム 

利
用
資
格
講
習
会

▼
小
真
木
原
総
合
体
育
館
（
☎
25
‐
８
１
３

１
）　

■日
５
月
11
日
○月
午
後
７
時

▼
藤
島
体
育
館
（
☎
64
‐
２
１
４
３
）　

■日

５
月
８
日
○金
午
後
２
時
・
７
時
、
13
日
○水
午

後
２
時
、
15
日
○金
午
後
７
時
、
19
日
○火
午
後

２
時
、
20
日
○水
午
後
７
時
、
27
日
○水
午
後
７

時
、
28
日
○木
午
後
２
時
、
６
月
２
日
○火
午
後

２
時
、
５
日
○金
午
後
７
時
（
フ
リ
ー
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
講
習
会　

■日
５
月
13
日
○水
・
22
日
○金
、

６
月
３
日
○水
午
後
７
時
）

▼
羽
黒
体
育
館
（
☎
62
‐
４
７
８
９
）　

■日

５
月
14
日
○木
午
後
７
時

▼
櫛
引
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
☎
57
‐
４
３

１
１
）　

■日
５
月
５
日
○火
午
後
２
時
30
分
、

15
日
○金
午
後
７
時
、
19
日
○火
午
後
２
時
30
分

▼
共
通　

■対
中
学
生
以
上　

■費
３
０
０
円

■他
要
予
約
。
利
用
資
格
者
証
は
４
施
設
共
通

ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

■日
５
月
11
日
～
10
月
12
日
の
毎
週
月
曜
日
午

後
７
時　

■場
小
真
木
原
テ
ニ
ス
コ
ー
ト　

■費

大
人
…
７
、
０
０
０
円　

親
子
…
１
万
１
、

０
０
０
円　

小
・
中
学
生
…
５
、
０
０
０
円　

兄
弟
姉
妹
（
小
・
中
学
生
）
…
９
、
０
０
０

円　

家
族
（
３
人
）
…
１
万
５
、
０
０
０
円

（
１
人
増
す
ご
と
に
４
、０
０
０
円
）　

夫
婦
・

成
人
兄
弟
姉
妹
…
１
万
２
、
０
０
０
円　

■申

鶴
岡
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
（
鈴
木
）
☎
22
‐

０
２
９
５

く
し
び
き
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

▼
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
・
レ
ク
の
会　

■日
５
月
13

日
か
ら
の
水
曜
日
午
前
10
時
（
月
２
回
、
年

間
24
回
予
定
）　

■費
３
０
０
円
（
２
回
目
以

降
、
別
途
会
員
登
録
費
）

▼
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
リ
ー
グ
大
会　
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■日
６
月
４
日
か
ら
の
毎
週
木
曜
日
午
後
７
時

30
分　

■費
１
チ
ー
ム
（
６
人
）
２
、
０
０
０

円　

■申
５
月
15
日
○金
ま
で

▼
共
通　

■場
櫛
引
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー　

■申

同
ク
ラ
ブ
☎
57
‐
４
３
１
１

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー「
に
こ
♥

ふ
る
」 

軽
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
利
用
資
格
講
習
会

■日
５
月
14
日
○木
午
後
１
時
30
分　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
18
歳
以
上
（
高
校
生
を
除
く
）
の

方
先
着
30
人　

■費
２
１
０
円　

■申
健
康
課

（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
内
線
３
７
０　

■他
市
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
利
用
資
格
証
を
お
持
ち
の

方
は
受
講
免
除
で
す
が
別
途
手
続
き
が
必
要

で
す認

知
症
を
理
解
す
る
教
室

■日
５
月
16
日
○土
午
前
10
時　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■内
講
話
「
認
知
症
を
知
る
～
認
知
症
か
な
？

と
思
っ
た
ら
～
」
丸
谷
宏
（
荘
内
病
院
神
経

内
科
主
任
医
長
）、
ア
ド
バ
イ
ス
（
保
健
師
）　

■申
本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
５
３
９
ま
た
は

健
康
課
☎
内
線
３
６
４
へ

て
く
て
く
健
康「
里
山
あ
る
き
」

▼
新
緑
の
八
森
山
を
訪
ね
て　

■日
５
月
17
日

○日
午
前
９
時（
送
迎
バ
ス
市
役
所
本
所
発〈
要

予
約
〉）　

■場
豊
浦
小
→
気
比
神
社
→
笠
取
峠

→
八
森
山
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
広
場
（
約
７

㎞
）　

■費
１
、
３
０
０
円
（
三
瀬
八
森
山
孟

宗
ま
つ
り
参
加
料
等
。
現
地
集
合
〈
午
前
９

時
20
分
・
豊
浦
小
〉
の
場
合
は
１
、
２
０
０

円
）　

■申
５
月
７
日
○木
～
12
日
○火

▼
マ
タ
ギ
の
里
大
鳥
を
訪
ね
て　

■日
５
月
30

日
○土
午
前
８
時
30
分
（
送
迎
バ
ス
市
役
所
本

所
発
〈
要
予
約
〉）　

■場
タ
キ
タ
ロ
ウ
広
場
→

河
合
橋
→
松
平
山
→
大
鳥
鉱
山
跡
→
大
鳥
自

然
の
家
（
約
８
㎞
）　

■費
１
、０
０
０
円
（
現

地
集
合
〈
午
前
９
時
20
分
・
タ
キ
タ
ロ
ウ
広

場
〉
の
場
合
は
９
０
０
円
）　

■持
軽
食　

■申

５
月
13
日
○水
～
25
日
○月

▼
義
経
上
陸
の
地
を
巡
る　

■日
５
月
31
日
○日

午
前
８
時
（
送
迎
バ
ス
市
役
所
本
所
発
〈
要

予
約
〉）　

■場
マ
リ
ン
パ
ー
ク
ね
ず
が
せ
き
→

鼠
ヶ
関
灯
台
・
義
経
ゆ
か
り
の
浜
→
大
龍
寺

→
念
珠
関
跡
→
念
珠
の
松
→
起
点（
約
８
㎞
）　

■費
１
、０
０
０
円
（
現
地
集
合
〈
午
前
９
時
・

マ
リ
ン
パ
ー
ク
ね
ず
が
せ
き
〉
の
場
合
は
９

０
０
円
）　

■持
軽
食　

■申
５
月
15
日
○金
～
26

日
○火

▼
名
水
の
里
！
長
滝
を
訪
ね
て　

■日
６
月
14

日
○日
午
前
８
時
（
送
迎
バ
ス
市
役
所
本
所

発
〈
要
予
約
〉）　

■場
田
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
→
砂
谷
→
長
滝
→
起
点
（
約
14
㎞
）　

■費
１
、
１
０
０
円
（
現
地
集
合
〈
午
前
８
時

30
分
・
田
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
〉
の

場
合
は
１
、
０
０
０
円
）　

■申
５
月
29
日
○金

～
６
月
８
日
○月

▼
共
通　

■定
各
１
０
０
人　

■持
箸
、
コ
ッ
プ
、

お
わ
ん　

■申
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
25
‐
８
１
３
１　

■他
小
学
生
以
下
保
護
者
同
伴
。
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
ビ
ン
ゴ
対
象
事
業

つ
る
お
か
健
康
塾

■日
５
月
30
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■場
荘
内
病

院　

■内「
生
活
習
慣
病
に
つ
い
て
」
安
宅
謙

（
同
院
内
科
主
任
医
長
）、「
お
薬
の
正
し
い

飲
み
方
に
つ
い
て
」
今
田
寛
人
氏
（
あ
か
ね

薬
局
薬
剤
師
）　

■申
５
月
27
日
○水
ま
で
同
院

地
域
医
療
連
携
室
内
「
緩
和
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
鶴
岡
・
三
川
」
☎
26
‐
５
１
８
０

へ
慶
應
義
塾
大
学
か
ら
だ
館
健
康
大
学 

特
別
企
画 

気
持
ち
の
良
い
排
せ
つ
を
続
け
る
た
め
に
第
２
弾

■日
５
月
30
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■場
先
端
研

究
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー　

■内
泌
尿
器
を
テ
ー

マ
と
し
た
講
義
、
体
操
等　

■師
榊
原
千
秋
氏

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
コ
ン
チ
ネ
ン
ス
協
会
北

陸
支
部
長
）　

■申
同
館
☎
29
‐
０
８
０
６

一
般
財
団
法
人
鶴
岡
水
泳
育
成
協
会 

親
子
水
泳
教
室

■日
６
月
13
日
～
７
月
11
日
の
毎
週
土
曜
日
午

前
11
時
（
全
５
回
）　

■場
市
民
プ
ー
ル　

■対

１
歳
く
ら
い
～
３
歳
の
幼
児
と
そ
の
保
護
者　

■費
５
、
０
０
０
円　

■申
同
協
会
☎
22
‐
０
０

７
４　

■他
同
協
会
HP

鶴
岡
市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ　

ク
ラ
ブ

▼
こ
こ
ろ
だ
ん
す
教
室　

■日
６
月
１
日
～

７
月
20
日
の
毎
週
月
曜
日
午
後
６
時
30
分

（
全
８
回
）　

■場
e
‐
ス
タ
ジ
オ　

■対
小
学

３
年
生
以
上
の
方
25
人　

■費
７
、
０
０
０
円　

■申
５
月
22
日
○金
ま
で

▼
き
っ
ず
わ
く
わ
く
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド　

■日

毎
週
木
曜
日
午
後
７
時　

■場
小
真
木
原
総
合

体
育
館　

■対
小
学
１
年
生
以
上　

■費
年
払
い

１
万
５
、
０
０
０
円
（
月
払
い
は
２
、
０
０

０
円
）

▼
市
民
登
山
新
コ
ー
ス「
大
机
～
湯
ノ
沢
岳
」　

■日
６
月
13
日
○土
午
前
６
時
15
分
～
午
後
３
時

（
田
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
集
合
）　

■場

大
机
→
湯
ノ
沢
岳
山
頂
→
起
点　

■定
80
人　

■費
高
校
生
以
上
…
３
、
０
０
０
円　

中
学
生

…
１
、
５
０
０
円
（
送
迎
バ
ス
〈
午
前
６
時

小
真
木
原
公
園
発
、
要
予
約
〉
利
用
は
別
途

１
０
０
円
）　

■持
昼
食
、
保
険
証
等　

■申
５

月
７
日
○木
～
29
日
○金　

■他
特
産
品
の
販
売
あ

り▼
共
通　

■申
同
ク
ラ
ブ
☎
25
‐
８
１
３
１

田
川
地
区
社
会
人
ナ
イ
タ
ー
卓

球
リ
ー
グ　

参
加
チ
ー
ム
募
集

■日
７
月
２
日
～
11
月
５
日
の
火
曜
・
木
曜
日

午
後
６
時
30
分
（
計
16
日
）　

■場
朝
暘
武
道

館　

■
種
目　

硬
式
男
子
・
硬
式
女
子
・
ラ

ー
ジ
ボ
ー
ル
団
体
戦　

■申
５
月
22
日
○金
ま
で

鶴
岡
卓
球
協
会
（
野
間
）
☎
24
‐
７
４
５
１

へ　

■他
同
協
会
HP　

小
真
木
原
テ
ニ
ス
コ
ー
ト 

第
２
期

利
用
期
間 

登
録
団
体
申
請
受
付

■
期
間　

７
月
・
８
月　

■対
市
内
に
在
住
ま

た
は
通
勤
し
て
い
る
方
を
中
心
と
し
た
６
人

以
上
の
団
体　

■申
５
月
７
日
○木
～
21
日
○木
に

鶴
岡
市
体
育
協
会
☎
25
‐
８
１
３
１
へ

鶴
岡
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団　

団
員
募
集

■場
小
真
木
原
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
市
内
各
テ
ニ

ス
コ
ー
ト　

■対
小
学
生　

■費
団
費
１
万
８
、

０
０
０
円
、
登
録
料
２
、
２
０
０
円
、
保
険

料
８
０
０
円　

■申
榎
本
☎
０
９
０
‐
９
５
３

４
‐
８
５
９
６

「
躰
道
健
康
教
室
」 

無
料
体
験
入
門

■日
毎
週
火
曜
日
午
後
７
時　

■
無
料
体
験
期

間　

１
か
月　

■場
大
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
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タ
ー　

■対
中
高
年
の
方　

■申
命
友
会（
工
藤
）

☎
33
‐
２
６
０
９

鶴
岡
地
区
ク
ラ
ブ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

連
盟　

チ
ー
ム
・
個
人
募
集

■
登
録
期
間　

来
年
３
月
31
日
○木
ま
で　

■

チ
ー
ム
編
成　

ク
ラ
ブ
男
子
・
女
子
、
実
業

団
、
シ
ニ
ア
（
35
歳
以
上
）、
ミ
ド
ル
（
男

女
混
合
）　

■
登
録
料　

１
チ
ー
ム
７
、
０

０
０
円
（
個
人
は
登
録
チ
ー
ム
を
紹
介
し
ま

す
）　

■
大
会
参
加
費
（
１
チ
ー
ム
料
金
）

連
盟
会
長
杯
（
５
月
～
６
月
）
…
３
、
０
０

０
円　

ナ
イ
タ
ー
リ
ー
グ
（
10
月
～
12
月
）

…
８
、
０
０
０
円　

■申
５
月
30
日
○土
ま
で
同

連
盟
事
務
局
（
渡
部
）
☎
０
８
０
‐
１
６
７

１
‐
３
９
２
２
へ

あ
さ
ひ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ　

会
員
募
集

■
年
会
費　

１
、
０
０
０
円　

■内
エ
ア
ロ
ビ

ク
ス
、
ピ
ラ
テ
ィ
ス
、
５
歳
若
返
り
体
（
筋

ト
レ
）、
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
等　

■申
同
ク
ラ
ブ

事
務
局
☎
53
‐
３
３
０
２　

子
育
て
・
子
供
向
け

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
あ
か
ち
ゃ
ん
の
お
部
屋　

■日
５
月
14
日
○木

午
前
10
時　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
市
内
在
住

の
平
成
26
年
12
月
・
27
年
１
月
生
ま
れ
の
未

就
園
児
と
そ
の
保
護
者
、
初
め
て
出
産
を
迎

え
る
妊
婦　

■内
触
れ
合
い
遊
び
、
お
茶
タ
イ

ム　

■持
バ
ス
タ
オ
ル　

■申
５
月
11
日
○月
ま
で

▼
あ
か
ち
ゃ
ん
広
場　

■日
５
月
21
日
○木
午
前

10
時　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
市
内
在
住
の
平

成
26
年
５
月
～
11
月
生
ま
れ
の
未
就
園
児
と

そ
の
保
護
者　

■内
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
お

母
さ
ん
の
た
め
の
３
Ｂ
体
操　

■持
バ
ス
タ
オ

ル　

■申
５
月
18
日
○月
ま
で

▼
育
児
講
話　

■日
６
月
３
日
○水
午
前
10
時

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
新
婚
・
妊
娠
・
子
育
て

中
の
方
先
着
30
人　

■内「
子
ど
も
の
育
ち
と

だ
だ
こ
ね
」
石
田
幸
氏
（
元
中
央
児
童
館
長
）　

■他
託
児
あ
り

▼
自
然
の
中
で
遊
ぼ
う
！　

■日
６
月
４
日
○木

午
前
９
時
～
午
後
１
時　

■場
三
瀬
海
岸
等

■対
未
就
園
児
（
２
歳
以
上
）
と
そ
の
保
護
者

15
組　

■内
三
瀬
地
区
の
自
然
散
策　

■持
昼
食　

■申
５
月
７
日
○木
か
ら

▼
ベ
ビ
ー
を
迎
え
よ
う
講
座　

■日
６
月
８
日

○月
午
前
10
時　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
新
婚
・

妊
娠
・
子
育
て
中
の
方
先
着
15
人　

■内「
出

産
・
赤
ち
ゃ
ん
・
子
育
て
を
知
ろ
う
」
助
産

師
等
、な
か
よ
し
広
場
見
学　

■他
託
児
あ
り

▼
共
通　

■申
同
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）

☎
25
‐
２
７
４
１

ま
ん
ま
ル
ー
ム
５
月
の
講
座

■日
5
月
15
日
○金
午
前
10
時
30
分　

■内「
ト
イ

レ
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
公
立
保
育
園
長　

■場

・
■問
同
ル
ー
ム
☎
24
‐
５
６
３
５

子
ど
も
ま
つ
り

■日
５
月
17
日
○日　

■時
・
■場
午
前
９
時
～
午
後

３
時
…
鶴
岡
公
園　

午
前
９
時
30
分
～
午
後

３
時
…
中
央
児
童
館
、
小
真
木
原
陸
上
競
技

場　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時
…
内
川
ほ

っ
と
パ
ー
ク　

午
後
１
時
～
３
時
…
小
真
木

原
総
合
体
育
館　

■問
本
所
子
育
て
推
進
課
内

「
同
ま
つ
り
実
行
委
員
会
」
事
務
局
☎
内
線

１
５
０　

■他
雨
天
時
は
会
場
変
更
や
催
し
の

中
止
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
め
ざ
せ
！

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会　

■日
５
月
23
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■場
朝
暘
六

小　

■対
小
学
生
20
人　

■申
５
月
11
日
○月
～
21

日
○木
に
西
部
児
童
館
☎
29
‐
０
０
３
１
へ

離
乳
食
教
室 

「
ベ
ビ
ー
キ
ッ
チ
ン
」

■日
５
月
27
日
○水
午
前
９
時
45
分　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
平
成
26
年
６
月
～
８
月
生
ま
れ
の

子
供
と
そ
の
保
護
者
先
着
20
組　

■内
離
乳
食

の
進
め
方
と
調
理
実
習
・
試
食
、
栄
養
士
に

よ
る
個
別
相
談　

■費
１
組
５
０
０
円　

■持
大

人
…
母
子
健
康
手
帳
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾　

子
供
…
食
事
用
エ
プ
ロ
ン
、
お
手
拭
き
、
甘

く
な
い
飲
み
物
、
ス
プ
ー
ン
、
バ
ス
タ
オ
ル
、

お
出
掛
け
に
必
要
な
物　

■申
５
月
20
日
○水
ま

で
健
康
課
☎
内
線
３
７
６
へ

中
央
児
童
館 

ひ
ろ
っ
ぴ
あ

▼
ひ
ろ
っ
ぴ
あ
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト　

■日
５

月
24
日
○日　

■場
同
館　

■時
①
午
前
９
時
30
分

～
11
時
30
分　

②
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30

分
（
①
と
②
で
店
の
入
替
え
あ
り
）　

■内
乳

幼
児
～
小
学
生
の
衣
類
・
玩
具
等
の
販
売　

■他
出
店
者
募
集
（
■定
①
②
各
８
人　

■費
１
５

０
円　

■申
５
月
８
日
○金
ま
で
）。
大
型
商
品

販
売
委
託
品
募
集
（
■申
５
月
23
日
○土
ま
で
）

▼
自
然
体
験
活
動
「
夏
の
海
を
楽
し
も
う
」

■日
６
月
13
日
○土
午
前
10
時
～
午
後
４
時
（
同

館
集
合
）　

■場
由
良
海
岸　

■対
小
学
生
20
人　

■内
自
然
観
察
、
工
作
等　

■費
１
５
０
円　

■申

５
月
25
日
○月
～
６
月
５
日
○金

▼
ひ
ろ
っ
ぴ
あ
な
つ
ま
つ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募
集　

■日
・
■内
５
月
31
日
○日
午
前
10
時
…
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ　

６
月
22
日
○月
午
前
10
時
…
な
つ
ま
つ

り
企
画
会
議　

８
月
４
日
○火
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分
…
な
つ
ま
つ
り　

■場
同
館　

■対

市
内
在
住
の
高
校
生
・
大
学
生
の
方
で
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
心
が
あ
り
、
同
ま
つ
り
を

企
画
・
実
施
で
き
る
方　

■申
５
月
20
日
○水
ま

で▼
共
通　

■申
同
館
☎
24
‐
４
６
０
８

平
成
27
年
度
ク
ラ
ブ
員
募
集 

鶴
岡
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ

■日
毎
月
第
２
・
第
４
土
曜
日
午
前
９
時
（
年

間
22
回
。
開
講
式
・
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

５
月
９
日
○土
午
前
10
時
）　

■場
秋
山
鉄
工
㈱

日
本
国
工
場　

■対
市
内
在
住
の
小
学
３
年
生

～
中
学
３
年
生
先
着
15
人　

■費
年
額
４
、
０

０
０
円　

■申
５
月
１
日
○金
～
８
日
○金
に
学
校

教
育
課
（
櫛
引
庁
舎
）
☎
57
‐
４
８
６
５
へ　

■他
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導
員
を
随
時
募
集
し
て

い
ま
す図

書
館
本
館 

お
は
な
し
会

▼
こ
ど
も
お
は
な

し
会　

■日
毎
週
水

曜
日
午
後
４
時
、

毎
週
土
曜
日
午
後

３
時
、
毎
月
第
４

水
曜
日
午
前
11

時（
乳
幼
児
向
け
）　
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■内
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
紙
芝
居
、
手
遊
び

等▼
春
の
た
ね
ま
き
お
は
な
し
会　

■日
５
月
23

日
○土
午
前
10
時
（
小
学
生
向
け
）・
10
時
30

分
（
み
ん
な
の
お
は
な
し
会
）　

■内
素
語
り
、

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、
紙
芝
居
等

▼
共
通　

■対
幼
児
～
小
学
生
、
親
子　

■場
・

■問
同
館
☎
25
‐
２
５
２
５

由
良
の
海
で
宝
物
を
み
つ
け
よ
う　

■日
６
月
６
日
○土
午
前
10
時
～
午
後
２
時　

■場

由
良
海
水
浴
場
、
由
良
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー　

■対
小
学
生
先
着
20
人　

■内
漂
流
物
を

使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
ク
ラ
フ
ト
作
り
等　

■費

４
０
０
円
（
昼
食
代
）　

■申
５
月
11
日
○月
～

23
日
○土
に
西
部
児
童
館
☎
29
‐
０
０
３
１
ま

た
は
暘
光
児
童
館
☎
64
‐
８
６
４
０
へ

に
こ
に
こ
相
談

　

子
供
の
発
達
の
様
子
に
心
配
が
あ
る
方
、

成
長
の
状
態
を
理
解
し
た
い
方
等
を
対
象
に
、

教
育
関
係
者
が
個
別
に
相
談
を
受
け
ま
す
。

■日
６
月
16
日
○火　

■場
鶴
岡
養
護
学
校　

■申
６

月
２
日
○火
ま
で
山
形
県
教
育
セ
ン
タ
ー
☎
０

２
３
‐
６
５
４
‐
６
０
６
０
へ　

■問
学
校
教

育
課
（
櫛
引
庁
舎
）
☎
57
‐
４
８
６
４

施
設
の
催
し

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
健
康
相
談　

■日
毎
週
木
曜
日
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分　

■師
舩
見
敬
造
氏

▼
健
康
麻
雀
愛
好
会　

■日
５
月
19
日
○火
・
26

日
○火
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

▼
将
棋
大
会　

■日
６
月
３
日
○水
午
前
９
時

■費
５
０
０
円　

■申
５
月
28
日
○木
ま
で

▼
囲
碁
大
会　

■日
６
月
10
日
○水
午
前
９
時

■費
７
０
０
円
（
懇
親
会
費
は
２
、０
０
０
円
）　

■申
６
月
４
日
○木
ま
で

▼
共
通　

■場
・
■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
０
０

６
６致

道
博
物
館

▼
美
の
精
華
‐
遠
藤
賢
太
郎
・
武
田
敏
雄
・

玉
井
信
三
人
展
‐　

■日
５
月
20
日
○水
ま
で

■内
洋
画
と
漆
芸
作
品
の
展
示

▼
先
賢
の
書　

■日
５
月
22
日
○金
～
６
月
18
日

○木　

■内
老
卵
や
明
治
維
新
期
に
生
き
た
先
賢

の
書
の
展
示

▼
各
流
合
同
茶
会　

■日
６
月
14
日
○日

▼
共
通　

■時
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

■費
大
人
…
７
０
０
円　

学
生
…
３
８
０
円

小
・
中
学
生
…
２
８
０
円　

■問
同
館
☎
22
‐

１
１
９
９

自
然
学
習
交
流
館
ほ
と
り
あ

▼
展
示「
切
手
で
見
る
野
鳥
の
世
界
展
」　

■日

５
月
２
日
○土
～
６
月
１
日
○月

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

■日
５
月
５
日
○火
午
前

10
時
、
午
後
１
時　

■内
い
き
も
の
み
っ
け

（
■持
入
れ
物
、
網
）、
折
り
紙
で
五
月
飾
り

■費
各
１
０
０
円

▼
里
地
里
山
学
講
座
・
早
春
の
赤
い
果
実
と

緑
の
虫
え
い　

■日
５
月
８
日
○金
午
後
７
時

■定
30
人　

■師
林
田
光
祐
氏
（
山
大
農
学
部
教

授
）　

■費
５
０
０
円　

■持
カ
ッ
プ

▼
自
然
観
察
会
・
新
緑
の
八
森
山
を
訪
ね
よ

う
！　

■日
５
月
９
日
○土
午
前
９
時
30
分
～
午

後
２
時　

■定
20
人　

■師
水
野
重
紀
氏
、
武
田

桂
三
氏　

■費
５
０
０
円　

■持
昼
食

▼
湿
地
保
全
管
理
イ
ベ
ン
ト
・
早
期
外
来
植

物
駆
除　

■日
５
月
23
日
○土
、
６
月
６
日
○土
午

前
９
時

▼
共
通　

■場
・
■申
同
館
☎
33
‐
８
６
９
３

創
造
の
森
交
流
館

▼
春
を
五
感
で
楽
し
も
う　

■日
５
月
９
日
○土

午
前
９
時
30
分
～
午
後
２
時
（
月
山
ビ
ジ
タ

ー
セ
ン
タ
ー
集
合
）　

■場
同
セ
ン
タ
ー
周
辺　

■定
先
着
25
人　

■費
７
０
０
円　

■持
軽
食
、
お

わ
ん
、
皿
、
箸
等

▼
５
月
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会
「
野
草
を
見
な
が

ら
」　

■日
５
月
16
日
○土
午
前
10
時
（
同
館
集

合
）　

■場
今
野
・
東
山
集
落
周
辺　

■申
５
月

11
日
○月
ま
で　

▼
デ
ジ
カ
メ
超
初
心
者
講
習
会　

■日
５
月
23

日
○土
午
前
９
時
30
分　

■場
同
館　

■定
先
着
25

人　

■持
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、
取
扱
説
明
書

▼
共
通　

■申
同
館
☎
62
‐
２
６
５
５

月
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
春
色
を
染
め
よ
う
草
木
染　

■日
５
月
10
日

○日
午
前
９
時
30
分　

■場
同
セ
ン
タ
ー
周
辺

■定
先
着
10
人　

■内
桜
で
ス
カ
ー
フ
を
染
め
る　

■費
２
、
０
０
０
円　

■申
５
月
７
日
○木
ま
で

▼
春
を
感
じ
る
さ
え
ず
り
観
察
会　

■日
５
月

16
日
○土
午
前
８
時（
大
山
公
園
駐
車
場
集
合
）　

■場
下
池
周
辺　

■定
先
着
25
人　

■師
太
田
威
氏　

■費
１
０
０
円　

■持
双
眼
鏡
（
貸
出
し
あ
り
）

等　

■申
５
月
13
日
○水
ま
で

▼
羽
黒
山
周
辺
の
自
然
を
楽
し
も
う
（
清
川

八
郎
回
天
の
道
）　

■日
５
月
17
日
○日
午
前
９

時
～
午
後
１
時
（
同
セ
ン
タ
ー
集
合
）　

■場

肝
煎
（
庄
内
町
）
→
添
川
地
区　

■定
先
着
25

人　

■費
大
人
…
５
０
０
円　

子
供
…
２
０
０

円　

■持
昼
食
等　

■申
５
月
13
日
○水
ま
で

▼
ブ
ナ
の
新
緑
観
察
会　

■日
５
月
30
日
○土
午

前
９
時
～
午
後
１
時
（
同
セ
ン
タ
ー
集
合
）　

■場
田
代
谷
地
周
辺　

■定
先
着
25
人　

■費
大
人

…
５
０
０
円　

子
供
…
２
０
０
円　

■持
昼
食

等　

■申
５
月
22
日
○金
ま
で

▼
花
咲
き
誇
る
月
山
植
物
観
察
会　

■日
６
月

６
日
○土
午
前
７
時
～
午
後
４
時
（
小
真
木
原

公
園
中
央
駐
車
場
集
合
）　

■場
姥
沢
（
西
川

町
）
→
姥
ケ
岳
→
月
山
（
柴
灯
森
）
付
近　

■定
先
着
25
人　

■師
芳
賀
竹
志
氏
（
月
山
山

頂
小
屋
主
人
）　

■費
大
人
…
２
、
５
０
０
円　

子
供
…
１
、
０
０
０
円
（
入
浴
券
代
・
リ
フ

ト
代
等
）　

■持
昼
食
、携
帯
食
、ア
イ
ゼ
ン（
貸

出
し
あ
り
）
等　

■申
６
月
３
日
○水
ま
で

▼
共
通　

■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
62
‐
４
３
２
１

講
座
・
講
習
会

ふ
ろ
し
き
活
用
講
座

■日
５
月
20
日
○水
・
27
日
○水
午
後
１
時
30
分　
　

■定
各
15
人　

■場
・
■申
５
月
15
日
○金
ま
で
リ
サ

イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
☎
35
‐
３
５
５
７
へ　

山
大
農
学
部
公
開
講
座

■日
５
月
23
日
○土
、
６
月
６
日
○土
・
20
日
○土
、

７
月
４
日
○土
午
後
１
時
（
全
４
回
）　

■定
先

着
50
人　

■内
食
料
、
健
康
、
環
境
問
題
等
に

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP＝ホームページ
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関
す
る
研
究
内
容
の
紹
介　

■場
・
■申
５
月
18

日
○月
ま
で
同
学
部
企
画
広
報
室
☎
28
‐
２
９

１
１
へ鶴

岡
市
社
会
福
祉
協
議
会 

「
介
護
職
員
初
任
者
研
修（
Ⅰ
）」

■日
５
月
28
日
○木
～
７
月
31
日
○金　

■場
鶴
岡
ふ

れ
あ
い
プ
ラ
ザ
か
た
り
あ
い
、
地
域
福
祉
セ

ン
タ
ー
な
え
づ
、
中
央
公
民
館　

■定
20
人　

■費
３
万
円
（
別
途
健
康
診
断
料
）　

■申
５
月

11
日
○月
～
15
日
○金
に
同
協
議
会
事
業
推
進
課

（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
24
‐
０
０
５
３
へ

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
陶
芸
講
座
～
手
び
ね
り
で
つ
く
る　

化
粧

土
を
使
っ
た
器
づ
く
り　

■日
６
月
４
日
・
11

日
・
25
日
、
７
月
２
日
・
16
日
・
23
日
の

木
曜
日
午
後
１
時
30
分
（
全
６
回
）　

■師
中

村
知
美
氏
（
陶
芸
家
）　

■費
４
、
５
０
０
円　

■持
エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル　

■申
５
月
４
日
○月
～

26
日
○火

▼
ち
く
ち
く　

庄
内
刺
し
子
で
小
物
づ
く
り

■日
６
月
10
日
○水
・
24
日
○水
、
７
月
８
日
○水
・

22
日
○水
午
後
６
時
30
分
（
全
４
回
）　

■師
さ

と
う
恵
美
氏
（
庄
内
刺
し
子
の
店
）　

■費
３
、

８
０
０
円　

■持
裁
縫
道
具　

■申
５
月
４
日
○月

～
27
日
○水

▼
ス
ケ
ッ
チ
を
楽
し
む　

■日
６
月
17
日
○水
、

７
月
８
日
○水
・
22
日
○水
、
８
月
26
日
○水
午
後

２
時
（
全
４
回
）　

■師
樋
渡
美
智
子
氏
（
白

甕
社
会
員
）　

■費
２
、
５
０
０
円　

■持
ス
ケ

ッ
チ
ブ
ッ
ク
、
鉛
筆
、
水
彩
画
道
具　

■申
５

月
４
日
○月
～
６
月
９
日
○火

▼
共
通　

■対
市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
・
通

学
し
て
い
る
高
校
生
以
上
の
方
先
着
16
人　

■場
・
■申
同
館
☎
29
‐
０
２
６
０

庄
内
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー 

職
業
能
力
開
発
講
座

▼
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
入
門　

■日
６
月
４
日
～
７

月
16
日
の
毎
週
火
曜
・
木
曜
日
午
後
６
時
30

分
（
７
月
９
日
○木
を
除
く
全
12
回
）　

■定
10

人　

■費
１
万
２
、
３
０
０
円

▼
機
械
加
工
の
基
礎
知
識　

■日
６
月
６
日
～

27
日
の
毎
週
土
曜
日
午
前
９
時
30
分
～
午

後
４
時
30
分
（
全
４
回
）　

■定
10
人　

■費
９
、

８
０
０
円

▼
営
業
・
セ
ー
ル
ス
研
修　

■日
６
月
23
日

○火
・
24
日
○水
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30

分
（
全
２
回
）　

■定
20
人　

■費
１
万
円

▼
共
通　

■場
・
■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
23
‐
２
２

０
０　

■他
同
セ
ン
タ
ー
HP

コ
ン
タ
ク
ト
セ
ン
タ
ー　
　

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

■日
６
月
４
日
○木
～
19
日
○金
午
前
９
時
30
分
～

午
後
３
時
30
分
（
水
曜
・
土
曜
・
日
曜
日
を

除
く
全
10
回
）　

■場
余
目
第
３
公
民
館
（
庄

内
町
）　

■定
10
人　

■内
パ
ソ
コ
ン
操
作
や
電

話
応
対
等
に
関
す
る
研
修
等　

■申
庄
内
総
合

支
庁
産
業
経
済
企
画
課
☎
66
‐
５
４
９
４

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

■日
６
月
17
日
○水
・
18
日
○木
（
２
日
間
）　

■場

消
防
本
部　

■定
１
０
０
人　

■申
５
月
11
日
○月

～
22
日
○金
に
山
形
県
消
防
設
備
協
会
☎
０
２

３
‐
６
２
９
‐
８
４
７
７
へ　

■他
申
込
書
は

消
防
本
部
、
消
防
署
及
び
消
防
各
分
署
に
あ

り
ま
す
。
日
本
防
火
・
防
災
協
会
HP
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可

古
文
書
解
読
・
歴
史
講
座 

「
出
羽
三
山
を
読
む
」

■日
６
月
～
10
月
の
毎
月
第
２
・
第
４
木
曜
日

午
後
１
時
30
分　

■定
先
着
50
人　

■内
江
戸
時

代
の
古
文
書
解
読
、
実
地
研
修　

■師
後
藤
赳

司
氏
（
出
羽
三
山
山
岳
宗
教
研
究
所
主
幹
）　

■費
５
０
０
円
（
別
途
実
地
研
修
費
）　

■場
・

■申
い
で
は
文
化
記
念
館
☎
62
‐
４
７
２
７

鶴
岡
伝
統
工
芸
竹
塗
り
講
習

■日
６
月
～
来
年
３
月
の
毎
月
第
１
・
第
３
土

曜
日
午
後
１
時　

■場
中
央
公
民
館　

■師
鈴
木

勇
氏
（
竹
塗
工
房
鈴
木
）　

■費
月
額
２
、
５

０
０
円　

■申
吉
住
☎
０
９
０
‐
４
５
５
２
‐

３
５
３
３

募
集

出
羽
庄
内
国
際
村　
　
　
　

コ
ロ
ラ
ド
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー

▼
一
般
向
け
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー　

■日
７
月
31

日
○金
～
８
月
11
日
○火　

■対
県
内
在
住
の
社

会
人
ま
た
は
庄
内
地
方
在
住
の
中
学
生
・
高

校
生
・
高
専
生
８
人　

■費
38
万
円

▼
英
語
教
育
を
学
ぶ
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー　

■日

７
月
31
日
○金
～
８
月
14
日
○金　

■対
庄
内
地

方
在
住
の
子
供
の
英
語
教
育
関
係
者
ま
た
は

子
供
の
英
語
教
育
に
興
味
の
あ
る
方　

■内
学

校
訪
問　

■費
34
万
円　

▼
共
通　

■場
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
コ
ロ
ラ
ド

州
デ
ン
バ
ー　

■内
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
専
門
機

関
で
の
英
語
学
習
、
地
域
活
動
や
交
流
事
業

へ
の
参
加
等　

■申
５
月
17
日
○日
ま
で
同
館
☎

25
‐
３
６
０
０
へ

山
形
県
消
費
生
活
サ
ポ
ー
タ
ー

■対
県
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
方
で
、
消
費
生

活
や
消
費
者
問
題
に
関
心
が
あ
り
、
研
修
会

に
参
加
で
き
る
方　

■申
５
月
15
日
○金
ま
で
山

形
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
☎
０
２
３
‐
６
３

０
‐
３
２
３
７
へ

天
神
祭 

衣
装
着
付
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

■日
５
月
25
日
○月
午
前
11
時
～
午
後
２
時　

■場

市
役
所
東
庁
舎　

■申
５
月
15
日
○金
ま
で
本
所

観
光
物
産
課
☎
内
線
５
４
３
へ　

■他
昼
食
・

着
付
け
研
修
あ
り

か
た
く
り
の
花
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

▼
作
品
募
集　

■
応
募
規
定　

カ
ラ
ー
・

モ
ノ
ク
ロ
プ
リ
ン
ト
（
四
つ
切
り
・
ワ
イ
ド

四
つ
切
り
）　

■
応
募　

作
品
題
名
・
撮
影

場
所
（
朝
日
地
域
に
限
る
）・
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
５
月
17
日
○日
ま
で

月
山
あ
さ
ひ
振
興
公
社
☎
53
‐
３
４
１
１
へ　

■
発
表　

５
月
下
旬
に
入
賞
者
へ
直
接
通
知

▼
作
品
展
示　

■日
５
月
23
日
○土
～
６
月
７

日
○日
午
前
10
時
～
午
後
４
時　

■費
大
人
…
４

０
０
円　

中
学
生
以
下
…
１
０
０
円　

■場
・

■問
月
山
あ
さ
ひ
博
物
村
☎
53
‐
３
４
１
１

農
林
水
産
業
の
６
次
産
業
化

に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か

　

農
林
水
産
物
の
加
工
・
販
売
や
農
業
体
験

等
６
次
産
業
化
に
つ
な
が
る
新
た
な
取
り
組

み
を
支
援
し
ま
す
。
市
HP
「
農
林
水
産
業
」
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を
確
認
の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■対
市
内
在
住
の
農
林
漁
業
者
ま
た
は
農
林
漁

業
者
の
団
体

　　　
■
補
助
金
額　

事
業
費
の
３

分
の
２
以
内
（
助
成
は
審
査
の
上
決
定
。
上

限
は
個
人
20
万
円
、
団
体
30
万
円
）　

■申
６

月
１
日
○月
ま
で
本
所
農
政
企
画
室
☎
内
線
５

８
９
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
産
業
課
へ

山
形
県
沿
岸
域
総
合
利
用
推
進
会
議 

豊
か
な
海
づ
く
り
活
動
を
支
援
し
ま
す

■対
庄
内
地
域
の
自
治
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
学

校
等　

■
対
象
事
業　

海
洋
資
源
を
活
用
し

た
体
験
学
習
や
、
庄
内
沿
岸
の
環
境
保
全
、

沿
岸
域
の
利
活
用
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み

等　

■
補
助
金
額　

事
業
費
の
２
分
の
１
以

内（
上
限
５
万
円
。
予
算
の
範
囲
内
で
採
択
）　

■申
５
月
29
日
○金
ま
で
庄
内
総
合
支
庁
観
光
振

興
室
内
同
会
議
事
務
局
☎
66
‐
５
４
９
３
へ　

■他
申
請
書
は
市
HP
「
地
域
振
興
課
」
及
び
庄

内
総
合
支
庁
HP
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。
申

請
後
、
審
査
委
員
会
（
６
月
開
催
）
へ
の
出

席
が
必
要

花
い
っ
ぱ
い
運
動
に
助
成
し

ま
す
（
鶴
岡
地
域
対
象
）

　

花
い
っ
ぱ
い
の
美
し
い
街
に
す
る
た
め
、

市
民
参
加
に
よ
る
同
運
動
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
事
業
参
加
団
体
に
、
経
費
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

■
補
助
対
象　

鶴
岡
地
域
内
で
行
う
花
い
っ

ぱ
い
運
動
で
、
管
理
者
の
許
可
を
得
て
道
路

側
面
や
ロ
ー
タ
リ
ー
、
公
共
施
設
等
に
花
を

植
栽
す
る
際
の
球
根
・
種
子
・
苗
・
肥
料
・
土
・

プ
ラ
ン
タ
ー
に
要
し
た
経
費　

■申
５
月
７
日

○木
～
11
月
30
日
○月
に
本
所
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推

進
課
☎
内
線
１
６
８
へ

相
談
・
そ
の
他

憲
法
記
念
行
事 

無
料
法
律
相
談
会

　

県
弁
護
士
会
鶴
岡
地
区
会
員
が
民
事
・
家

事
・
交
通
事
故
等
の
法
律
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■日
５
月
13
日
○水
午
前
10
時
～
午
後
３
時
（
正

午
～
午
後
１
時
を
除
く
。
受
付
は
午
後
２
時

30
分
ま
で
）　

■場
市
役
所
本
所　

■問
本
所
市

民
課
☎
内
線
１
５
８

つ
る
お
か
婚
シ
ェ
ル
ジ
ュ　

結
婚
相
談
会

　

市
が
認
定
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
仲
人

「
つ
る
お
か
婚
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」
が
、
結
婚
相

談
に
応
じ
ま
す
。

■日
５
月
23
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■場
総
合
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）　

■対
結
婚

を
希
望
す
る
未
婚
の
方
や
そ
の
家
族
先
着
20

人　

■申
５
月
20
日
○水
ま
で
本
所
地
域
振
興
課

内
「
つ
る
お
か
世
話
焼
き
委
員
会
」
事
務
局

☎
内
線
５
８
６
へ

鶴
岡
ワ
ー
ク
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム

　

鶴
岡
ワ
ー
ク
サ
ポ

ー
ト
ル
ー
ム
で
は
、

仕
事
を
探
し
て
い
る

方
の
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
求
人

し
た
い
事
業
所
の
方

も
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
相
談
内
容　

内
職
相
談
…
在
宅
で
の
仕
事

を
希
望
す
る
方
を
対
象
と
し
た
情
報
提
供
と

あ
っ
せ
ん　

若
年
者
無
料
職
業
紹
介
…
35
歳

ま
で
の
方
を
対
象
と
し
た
就
職
情
報
の
提
供

と
あ
っ
せ
ん　

■日
月
曜
～
金
曜
日
午
前
９
時

～
午
後
４
時　

■場
・
■問
鶴
岡
ワ
ー
ク
サ
ポ
ー

ト
ル
ー
ム
（
市
役
所
本
所
１
階
）
☎
25
‐
２

２
１
５借

金
に
関
す
る
相
談
窓
口

　

相
談
員
が
借
金
の
状
況
等
を
お
聞
き
し
、

対
応
し
ま
す
。
必
要
に
応
じ
て
弁
護
士
等
の

専
門
家
に
引
き
継
ぎ
ま
す
。

■日
月
曜
～
金
曜
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分　

■
相
談
電
話
番
号　

山
形
財
務
事

務
所
☎
０
２
３
‐
６
４
１
‐
５
２
０
１

裁
判
所
の
不
動
産
競
売
を
ご

存
知
で
す
か

　

山
形
地
方
裁
判
所
鶴
岡
支
部
で
は
、
宅
地

や
建
物
等
の
不
動
産
競
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

物
件
明
細
書
閲
覧
期
間
や
入
札
期
間
・
場
所

等
は
、
同
支
部
☎
23
‐
６
６
７
６
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
「
不
動
産
競
売

物
件
情
報
サ
イ
ト
」
HP
へ
。

鶴
岡
市
中
小
企
業
共
済
会 

加
入
の
ご
案
内

　

鶴
岡
市
中
小
企
業
共
済
会
は
、
労
働
組
合

組
織
を
持
た
な
い
従
業
員
数
１
０
０
人
未
満

の
中
小
企
業
の
福
利
厚
生
、
親
睦
交
流
を
目

的
と
し
た
団
体
で
す
（
２
月
末
現
在
の
会
員

数
は
、
３
０
６
事
業
所
、
１
、
９
０
６
人
）。

■
事
業
内
容　

共
済
給
付
事
業
（
弔
慰
金
・

傷
病
見
舞
金
・
祝
金
の
支
給
）、
健
康
維
持

増
進
事
業
（
人
間
ド
ッ
ク
受
診
費
用
の
助

成
）、
親
睦
事
業
、
施
設
利
用
補
助
事
業
、

会
員
証
利
用
事
業　

■費
入
会
金
…
２
０
０
円　

月
会
費
…
３
０
０
円　

■問
本
所
商
工
課
☎
内

線
５
６
５

障
害
者
サ
ロ
ン
に
来
て
み
ま

せ
ん
か

■日
月
曜
～
金
曜
日
午
前
９
時
～
午
後
４
時

30
分
（
土
曜
日
は
午
前
９
時
～
午
後
１
時
）　

■場
・
■問
鶴
岡
市
障
害
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
25
‐
２
７
９
４　

■他
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

藤
沢
周
平
記
念
館
・
旧
致
道
館
・
大
宝
館 

臨
時
開
館
・
休
館
の
お
知
ら
せ

　

毎
週
水
曜
日
は
休
館
で
す
が
、
５
月
６
日

○水
は
開
館
し
、
７
日
○木
は
休
館
し
ま
す
。

■問
藤
沢
周
平
記
念
館
…
同
館
☎
29
‐
１
８
８

０　

旧
致
道
館
・
大
宝
館
…
社
会
教
育
課（
櫛

引
庁
舎
）
☎
57
‐
４
８
６
８

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム 

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　

館
内
く
ん
蒸
の
た
め
、
５
月
29
日
○金
～
６

月
１
日
○月
は
休
館
し
ま
す
。

■問
同
館
☎
29
‐
０
２
６
０

自
衛
官
等
採
用
試
験

▼
技
術
海
曹
・
技
術
空
曹　

■
試
験
日　

６

月
26
日
○金　

■
入
隊　

９
月
下
旬

▼
技
術
海
上
幹
部
・
技
術
航
空
幹
部　

■
試

験
日　

６
月
29
日
○月　

■
入
隊　

10
月　

▼
共
通　

■
合
格
発
表
日　

８
月
７
日
○金

■
試
験
会
場　

海
上
自
衛
隊
八
戸
基
地
（
青

森
県
）　

■申
5
月
15
日
○金
ま
で　

■問
自
衛
隊

山
形
地
方
協
力
本
部
鶴
岡
出
張
所
☎
22
‐
０

４
６
６　

■他
自
衛
官
募
集
HP
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「歴史や文化、自然があふれる羽黒地域で生活をし
てみたい」という思いから、３年前に移住してきま
した。羽黒地域に住み始めてから、自分たちが住む
地域について学んでいくにつれ「こんなにもすばら
しいものが羽黒にはある。この感動を外国から訪れ
る方にも伝えたい」という思いが強くなりました。
そんなとき「いでは観光ガイドの会」へのお誘いが
あり、同会英語班メンバーの一員として活動するこ
とになりました。現在は、定期的な講習会に参加し
て歴史や文化を学ぶとともに、英語版のガイドブッ
クの作成や外国から訪れる方を対象とした観光ガイ
ドを行っています。

　観光ガイドをする上で大切にしていることは、き
め細やかなおもてなしの心です。出会いは一期一会。
いつも本当の家族のように関わっていくことを心掛
けています。再び羽黒地域を訪れた方が「あなたに
会いたくて来たんだよ」と声を掛けてくれることが
あります。とてもうれしいことです。
　羽黒地域をはじめ鶴岡の歴史や文化には、本当に
たくさんの魅力があると思います。私はこれから
も、観光ガイドなどの活動を通して、なるべく多く
の方々にその魅力を伝えていきたいと思っています。
「またここに来たい」と思ってもらえるよう、一つ
ひとつの出会いを大切にしていきたいです。

　仕事や趣味など、様々な分野で目標
に向かって、生き生きと輝いている市
民の皆さんを紹介していきます。

出会いは一期一会。 おもてなしの心を大切に

リード・トンプキンスさん

礼子・トンプキンスさん（羽黒・十文字）

　幼い頃、両親に連れられて羽
黒山参りによく来ていたという
礼子さん。羽黒地域の魅力にひ
かれ、ご主人のリードさんとと
もに千葉県から移住しました。
現在は「いでは観光ガイドの会」
の英語班メンバーとして鶴岡の
魅力を伝える活動をしています。

三
川
町
菜
の
花
ま
つ
り

■日
５
月
５
日
○火
午
前
10
時
～
午
後
３
時　

■場
い
ろ
り
火
の
里
周
辺　

■内
菜
の
花
Ｄ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
フ
ェ
ス
タ
、
菜
の
花
娘
写
真
撮
影
会
、
物

産
品
販
売
等　

■問
三
川
町
観
光
協
会
☎
66
‐
４
６
５
６

酒
田
ま
つ
り

■日
・
■場
・
■内
▽
神
宿
開
き
…
５
月
15
日
○金
（
上
神
宿
は
鷹
町
稲

荷
神
社
社
務
所
、
下
神
宿
は
厳
島
神
社
社
務
所
）　

▽
宵
祭
り
…

19
日
○火
（
日
和
山
公
園
〈
荒
天
時
は
中
止
〉）　

▽
本
祭
り
…
20

日
○水
正
午
（
マ
リ
ー
ン
５
清
水
屋
前
、
中
心
市
街
地
）　

▽
そ
の

他　

酒
田
ま
つ
り
の
し
つ
ら
い
展
…
13
日
○水
～
24
日
○日
（
旧
鐙

屋
）　

献
花
展
…
19
日
○火
～
21
日
○木
（
旧
鐙
屋
）　

立
て
山
鉾
展
示

…
19
日
○火
～
21
日
○木
（
日
和
山
公
園
）　

■問
酒
田
市
観
光
振
興
課

☎
０
２
３
４
‐
26
‐
５
７
５
９

鳥
海
山
お
も
し
ろ
自
然
塾
　
　
　
　
　
　
　
　
　

春
の
山
野
草
ハ
イ
キ
ン
グ
と
そ
ば
打
ち
体
験

■日
５
月
17
日
○日
午
前
8
時
45
分
～
午
後
２
時
（
し
ら
い
自
然
館
集

合
）　

■定
先
着
20
人　

■費
２
、０
０
０
円　

■持
エ
プ
ロ
ン　

■申
５
月

13
日
○水
ま
で
同
館
内
「
鳥
海
山
お
も
し
ろ
自
然
塾
推
進
協
議
会
」

事
務
局
☎
０
２
３
４
‐
72
‐
２
０
６
９
へ

庄
内
町
縁
結
び
め
ぐ
り
参
加
者
募
集

■日
５
月
17
日
○日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時
（
庄
内
町
役
場
立
川

庁
舎
集
合
・
解
散
）　

■場
白
狐
山
光
星
寺
→
三
治
郎
そ
ば
→
北
舘

神
社
・
ミ
ニ
ほ
う
き
作
り
→
熊
谷
神
社　

■定
先
着
20
人　

■費
３
、

０
０
０
円
（
別
途
御
朱
印
代
）　

■申
５
月
13
日
○水
ま
で
庄
内
町
観

光
協
会
☎
０
２
３
４
‐
42
‐
2
９
２
２
へ
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環
境
に
配
慮
し
古
紙
再
生
紙
と
植

物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す

休 日 診 療　　■問健康課（にこ♥ふる）☎内線362

●急な病気の際は……休日夜間診療所☎23‐5678
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①   9：00～11：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：30～16：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ③ 18：00～20：30
　　　　　　＜上記以外の月曜～土曜日＞   ④ 19：00～21：30
　・診療科　内科、小児科、外科（②のみ）
　　　　　　※小児科は、①のみ専門医が診察します。

●休日の歯痛の際は…休日歯科診療所☎23‐0372
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①   9：00～12：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：00～15：00

編集・発行／鶴岡市総務部総務課

鶴岡市役所
本所

藤島庁舎
羽黒庁舎
櫛引庁舎
朝日庁舎
温海庁舎

〒997‐8601

（メールアドレス）
（ホームページ）
（窓口受付時間）

〒999‐7696
〒 997‐0192
〒 997‐0346
〒 997‐0492
〒 999‐7205

山形県鶴岡市馬場町９‐25
☎0235‐25‐2111　FAX 0235‐24‐9071
tsuruoka@city.tsuruoka.lg.jp
http://www.city.tsuruoka.lg.jp
月曜～金曜日（祝日・年末年始除く）
午前８時30分～午後５時15分
市内藤島字笹花25　☎64‐2111
市内羽黒町荒川字前田元89　☎62‐2111
市内上山添字文栄100　☎57‐2111
市内下名川字落合１　☎53‐2111
市内温海戊577‐１　☎43‐2111

《人口と世帯》（平成27年３月31日現在）
　住民基本台帳人口合計：132,313人
　　 （男：62,995人、女：69,318人）
　世帯数：48,293世帯

↑
メ
ー
ル
は

　
こ
ち
ら
か
ら

↑
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

　
こ
ち
ら
か
ら

献血　５/4～６/3
献血会場で骨髄ドナー登録もできます
■問健康課（にこ♥ふる）☎内線362

月　日 受付時間 会　場
5．８○金 ９：30～11：30 にこ♥ふる

〃 13：30～15：30 鶴岡警察署
９○土 10：00～12：00 鶴岡協同の家こぴあ
〃 13：30～16：00                   〃
21○木 13：30～15：30 鶴岡協立病院
27○水 ９：00～11：30 ネッツトヨタ山形㈱鶴岡店

今月の各種相談窓口開設日　５/4～６/3
内 容 問 合 せ 相 談 日 時・会 場 等

行 政 相 談

（ 行 政 相 談 委 員 ）

本所市民課☎内線158 12日○火14：00～16：00・市役所本所

藤島庁舎総務企画課☎内線214 22日○金13：00～15：00・藤島ふれあいセンター

羽黒庁舎総務企画課☎内線227 19日○火13：30～15：30・市役所羽黒庁舎

櫛引庁舎総務企画課☎内線211 ６日○水、６月３日○水 10：00～12：00・産直あぐり

朝日庁舎総務企画課☎内線410 19日○火13：30～15：30・朝日山村開発センター

温海庁舎総務企画課☎内線312 18日○月13：00～15：00・温海ふれあいセンター

登 記 相 談（ 司 法 書 士 ） 本所市民課☎内線158 21日○木９：00～16：00・市役所本所

休 日 年 金 相 談 日本年金機構鶴岡年金事務所☎23‐5040 ９日○土９：30～16：00（要予約）・同事務所

各種相談窓口 ※主に市が開設している暮らしに関する相談窓口を紹介します。
　その他の様々な悩みごとは「総合相談」へお問い合わせください。

内 容 相談窓口・電話番号 相 談 日 時 等

総合相談（身近な悩みや心配ごと等） 鶴岡市総合相談室☎0120‐866‐294 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

消 費 生 活 相 談 消費生活センター☎25‐2982
月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

内 職 相 談、 若 年 者 職 業 紹 介 鶴岡ワークサポートルーム☎25‐2215

教育相談（ 学 校 教 育 全 般 ）
教育委員会学校教育課☎57‐4864

月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～17：00〃　　（就学に関すること）

〃　　（青少年の健全育成） 青少年育成センター☎0120‐783‐748

〃　　（不登校・適応指導教室等） 教育相談センター☎23‐9351 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

子 育 て ・ 家 庭 児 童 相 談 子ども家庭支援センター☎25‐2741
月曜～金曜日（祝日は除く）8：30～17：15

障害者に関する相談（身体・知的・精神・児童） 障害者相談支援センター☎25‐2794

高 齢 者 に 関 す る 相 談 お住まいの地域を担当する地域包括支援センターへ


	01
	02-03
	04-05
	06-07
	8-11
	12-13
	14-20
	21
	22

